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高
麗
・
宋
間
に
お
け
る
使
船
航
路
の
選
択
と
そ
の
背
景

森
平　

雅
彦

一　

は
じ
め
に

　

朝
鮮
史
上
の
高
麗
時
代
（
九
一
八
〜
一
三
九
二
）、
と
り
わ
け
そ
の
前
半
期
の
国
際
関
係
を
論
じ
る
う
え
で
、
宋
（
北
宋
：
九
六
〇
〜

一
一
二
七
、
南
宋
：
一
一
二
七
〜
一
二
七
九
）
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
外
交
・
貿
易
・
文
化
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
関
心
を
集
め
て

き
た（
１
）。
む
し
ろ
、
高
麗
に
と
っ
て
同
時
代
の
主
要
な
冊
封
宗
主
国
で
あ
る
契
丹
（
遼
）
や
金
、
お
よ
び
後
者
の
前
史
と
し
て
の
女
真
諸
集

団
と
の
関
係
に
対
す
る
関
心
が
不
当
に
低
い
と
評
し
て
も
よ
い
が
、
対
宋
関
係
の
重
要
性
そ
れ
自
体
は
、
高
麗
国
内
の
制
度
・
文
物
へ
の

多
方
面
に
わ
た
る
影
響
を
考
慮
す
る
だ
け
で
も
十
分
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

異
な
る
国
家
／
地
域
間
の
交
流
と
は
、
具
体
的
に
は
双
方
の
間
を
個
別
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
ち
現
れ

る
現
象
だ
が
、
高
麗
・
宋
関
係
に
関
す
る
往
年
の
研
究
は
、
そ
う
し
た
移
動
の
〝
結
果
〞
と
し
て
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
状
況
を

静
態
的
に
説
明
す
る
も
の
が
中
心
だ
っ
た
。
今
後
両
国
関
係
の
構
造
や
性
格
を
よ
り
立
体
的
か
つ
動
態
的
に
と
ら
え
な
お
す
に
は
、
移
動

の
〝
過
程
〞
を
め
ぐ
る
人
間
活
動
に
注
目
し
、
相
互
交
流
を
下
支
え
、
動
か
し
て
い
た
基
盤
・
条
件
の
数
々
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
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い
く
必
要
が
あ
る
。
高
麗
・
宋
通
交
の
〝
過
程
〞
は
、
陸
路
が
契
丹
や
女
真
の
存
在
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
た
め
、
海
上
が
主
な
中

間
舞
台
と
な
る
。
近
年
海
域
史
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
両
国
間
を
往
来
す
る
海
商
の
活
動
に
つ
い
て
議
論
が
深
ま
っ
て
き
た

点
は（
２
）、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
を
媒
介
す
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー
の
実
態
に
迫
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

本
稿
が
主
題
と
す
る
使
船
の
航
路
も
ま
た
、
高
麗
・
宋
関
係
、
な
か
ん
ず
く
政
府
間
の
外
交
関
係
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
基
盤
的
条
件

の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
航
路
は
、
航
海
の
主
体
・
担
い
手
と
目
的
、
航
海
術
・
造
船
法
な
ど
の
技
術
、
気
象
・
海
況
・
海
岸
海
底
地

形
と
い
っ
た
自
然
環
境
、
発
着
地
や
経
由
地
の
政
治
・
社
会
・
経
済
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
合
的
に
作
用
す
る
な
か
で
決
定

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
通
交
を
と
り
ま
く
諸
条
件
が
集
約
的
、
象
徴
的
に
反
映
さ
れ
る
事
柄
な
の
で
あ
り
、
転
じ
て
、
そ
れ
ら
の
諸
条
件
を

解
明
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る（
３
）。

　

商
船
の
も
の
を
含
む
高
麗
・
宋
間
航
路
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
一
定
の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る（
４
）。
論
者
に
よ
り
分
け
方
や
呼
称
は
複

数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
黄
海
を
舞
台
と
す
る
北
路
と
、
東
シ
ナ
海
を
舞
台
と
す
る
南
路
と
に
大
別
す
る
。
す
な
わ
ち
北
路
は
高

麗
王
都
開
京
（
現
・
黄
海
北
道
開
城
市
）
の
外
港
礼
成
江
口
を
窓
口
と
す
る
朝
鮮
半
島
中
西
部
と
山
東
半
島
と
を
結
ぶ
も
の
だ
が
、
山
東

側
の
主
な
窓
口
は
北
岸
の
登
州
（
現
・
山
東
省
烟
台
市
蓬
莱
市
）
と
南
岸
の
密
州
板
橋
鎮
（
現
・
山
東
省
青
島
市
膠
州
市
）
と
に
わ
か
れ

る
。
一
方
、
南
路
は
、
朝
鮮
半
島
側
で
は
や
は
り
礼
成
江
口
を
窓
口
と
し
つ
つ
、
そ
の
南
西
沿
海
を
経
て
江
南
と
連
絡
す
る
航
路
で
あ
り
、

江
南
側
で
は
明
州
（
現
・
浙
江
省
寧
波
市
）
が
主
な
窓
口
と
な
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
第
二
節
に
お
い
て
高
麗
・
宋
間
の
使
船
の
航
路
選
択
に
関
す
る
学
説
を
ふ
り
か
え
り
、
と
り
わ
け
近
年
争
点
と
な
っ
て

き
た
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
の
状
況
理
解
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
続
く
第
三
節
で
は
、
こ
の
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世

紀
初
に
お
け
る
使
船
運
航
例
を
網
羅
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
航
路
選
択
状
況
を
実
証
的
に
把
握
す
る
。
そ
し
て
使
船
の
航
路
選
択
背
景
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に
つ
い
て
、
第
四
節
で
は
過
去
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
政
治
的
要
因
、
経
済
・
文
化
的
要
因
を
検
証
し
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
第
五
節
で
は
、

従
来
あ
ま
り
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
技
術
的
要
因
を
考
察
す
る
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
〈
関
係
地
図
〉
を
掲
げ
て
お
く
の
で
、
登
場
す

る
主
な
地
名
の
位
置
確
認
に
適
宜
利
用
さ
れ
た
い
。

二　

高
麗
・
宋
間
の
使
船
航
路
を
め
ぐ
る
学
説

　

高
麗
・
宋
間
に
お
け
る
使
船
航
路
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
通
説
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
国
の
通
交
が
は
じ
ま
っ
た

九
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
、高
麗
が
契
丹
と
の
宗
属
関
係
を
優
先
し
て
宋
と
の
政
治
関
係
を
中
断
す
る
一
〇
三
〇
年
代
ま
で
は
登
州
航
路（
北

路
）
が
利
用
さ
れ
た
が
、
一
〇
七
一
年
に
両
国
政
府
間
の
通
交
が
復
活
し
た
後
は
明
州
航
路
（
南
路
）
が
利
用
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
通
説
は
主
と
し
て
次
の
史
料
Ａ
〜
Ｅ
を
根
拠
と
す
る
。
い
ず
れ
も
明
瞭
な
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
が
複
数
の
文
献
に
確
認
さ
れ
る

以
上
、
通
説
は
一
見
ゆ
る
ぎ
な
い
か
に
お
も
わ
れ
る
。

Ａ　
『
宋
史
』
巻
四
八
七
・
高
麗
伝

　
　

 

往
時
は
高
麗
人
が
〔
宋
に
〕
往
来
す
る
の
に
み
な
登
州
を
経
由
し
た
。〔
熙
寧
〕
七
年
（
＝
一
〇
七
四
年
）
に
〔
高
麗
が
〕
そ
の
臣

金
良
鑑
を
遣
わ
し
て
き
て
い
う
に
は
、「
契
丹
か
ら
距
離
を
お
き
た
い
の
で
、
経
路
を
明
州
経
由
に
変
更
し
て
朝
廷
に
参
上
し
た
い
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
了
承
し
た
。（
往
時
高
麗
人
往
反
、
皆
自
登
州
。
七
年
、
遣
其
臣
金
良
鑑
来
言
、
欲
遠
契
丹
、
乞
改
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塗
由
明
州
詣
闕
。
従
之
）

Ｂ　

李
燾
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
『
長
編
』）
巻
二
四
七
・
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
一
〇
月
壬
辰

　
　

 

高
麗
は
国
初
以
来
み
な
登
州
を
経
由
し
て
来
朝
し
て
い
た
が
、
近
年
は
い
つ
も
明
州
へ
の
経
路
を
と
っ
て
い
る
。
遼
か
ら
距
離
を
お

く
た
め
で
あ
る
。（
高
麗
自
国
初
皆
由
登
州
来
朝
、
近
歳
常
取
道
明
州
。
蓋
遠
于
遼
故
也
）

Ｃ　
『
長
編
』
巻
三
三
九
・
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
九
月
庚
戌

　
　

 

天
聖
年
間
（
＝
一
〇
二
三
〜
三
二
年
）
以
前
、〔
高
麗
の
〕
使
者
は
登
州
を
経
由
し
て
入
国
し
た
が
、
熙
寧
年
間
（
＝
一
〇
六
八
〜

七
七
年
）
以
来
、
み
な
明
州
を
経
由
し
て
い
る
。
登
州
航
路
は
沙
堆
が
あ
り
、
通
航
で
き
な
い
の
で
あ
る
。（
天
聖
以
前
、
使
由
登

州
入
、
熙
寧
以
来
、
皆
由
明
州
。
言
登
州
路
有
沙
磧
不
可
行
）

Ｄ　

徐
兢
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』（
以
下
『
高
麗
図
経
』）
巻
三
・
城
邑
・
封
境

　
　

 

海
路
に
関
し
て
は
、
河
北
・
京
東
・
淮
南
・
両
浙
・
広
南
・
福
建
よ
り
、
い
ず
れ
も
往
く
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
定
都
し
て
い
る
場

所
は
、
ち
ょ
う
ど
登
州
・
莱
州
・
濱
州
・
棣
州
と
む
か
い
あ
っ
て
い
る
。
元
豊
年
間
（
＝
一
〇
七
八
〜
八
五
年
）
以
後
、
朝
廷
が
遣

使
す
る
際
に
は
い
つ
も
明
州
の
定
海
よ
り
出
航
し
て
海
を
渡
り
、
北
上
す
る
。
航
海
に
は
み
な
夏
至
の
後
に
吹
く
南
風
を
利
用
し
、

便
風
を
得
れ
ば
五
日
を
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、た
ち
ま
ち
岸
に
到
着
す
る
。（
若
海
道
、則
河
北
・
京
東
・
淮
南
・
両
浙
・
広
南
・
福
建
、

皆
可
往
。
今
所
建
国
、
正
与
登
莱
濱
棣
相
望
。
自
元
豐
以
後
、
毎
朝
廷
遣
使
、
皆
由
明
州
定
海
放
洋
絶
海
而
北
。
舟
行
皆
乗
夏
至
後
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南
風
、
風
便
不
過
五
日
、
即
抵
岸
焉
）

Ｅ　
『
宝
慶
四
明
志
』
巻
六
・
郡
志
・
叙
賦
下
・
市
舶
・
高
句
麗
国

　
　

 

こ
れ
よ
り
（
＝
宋
と
高
麗
の
通
使
再
開
以
降
）
王
徽
（
＝
文
宗
）・
王
運
（
＝
宣
宗
）・
王
熙
（
＝
粛
宗
）
は
、
は
な
は
だ
丁
重
に
職

貢
を
修
め
た
。
朝
廷
の
遣
使
も
頻
繁
だ
っ
た
。
往
復
に
は
み
な
明
州
を
経
由
し
、〔
高
麗
を
〕
訪
れ
る
際
に
は
南
風
を
利
用
し
、
去

る
際
に
は
北
風
を
利
用
し
た
。便
風
を
得
れ
ば
五
日
を
越
え
ず
に
た
ち
ま
ち
岸
に
着
く
。（
自
是
王
徽
・
王
運
・
王
熙
、修
職
貢
尤
謹
。

朝
廷
遣
使
亦
密
。
往
来
率
道
于
明
、
来
乗
南
風
、
去
乗
北
風
。
風
便
不
逾
五
日
、
即
抵
岸（
５
））

　

各
時
期
の
う
ち
、
一
一
二
七
年
に
北
宋
が
滅
亡
し
て
南
宋
に
な
る
と
、
宋
は
金
の
攻
勢
を
う
け
て
一
一
三
〇
年
ま
で
に
淮
河
以
北
の
沿

海
部
（
山
東
・
江
蘇
北
部
）
を
喪
失
す
る
の
で
、
こ
れ
以
降
、
高
麗
と
の
使
船
航
路
が
南
路
に
限
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る（
６
）。
し
か
も
両

国
の
直
接
的
な
使
者
往
来
は
一
一
三
〇
年
代
以
降
、
ほ
ぼ
と
だ
え
て
し
ま
う（
７
）。
し
た
が
っ
て
使
船
航
路
の
変
遷
を
議
論
す
る
う
え
で
問
題

に
な
る
の
は
、
北
宋
と
の
通
交
を
中
心
と
す
る
一
一
二
〇
年
代
ま
で
の
状
況
で
あ
る
。
そ
し
て
北
宋
と
の
通
交
に
関
し
て
も
、
そ
の
前
半

期
、
一
〇
三
〇
年
代
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
通
説
に
対
し
て
異
論
が
出
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
相
互
の
遣
使
状
況
に
つ
い
て
は
関
係

史
料
の
粗
略
・
混
乱
が
あ
っ
て
件
数
を
厳
密
に
特
定
し
が
た
い
部
分
も
あ
り（

８
）、
ま
た
利
用
航
路
が
判
明
す
る
事
例
も
限
ら
れ
る
。
し
か
し

残
さ
れ
た
情
報
を
み
る
範
囲
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
登
州
航
路
を
利
用
し
た
と
い
う
通
説
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
要
素
は
な
い（
９
）。

　

と
こ
ろ
が
、
北
宋
と
の
通
交
の
後
半
期
、
通
使
再
開
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
北
路
の
な
か
で
も
密
州
（
現
・
山
東
省
諸
城
市
）

管
内
の
板
橋
鎮
を
窓
口
と
す
る
航
路
（
以
下
、
密
州
航
路
と
称
す
）
に
対
す
る
注
目
が
に
わ
か
に
め
だ
っ
て
き
た
。
当
時
の
高
麗
・
北
宋
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間
交
流
に
お
い
て
密
州
航
路
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
、
高
麗
僧
義
天
の
入
宋
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り）

10
（

、
も
と
も
と
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
こ
こ
へ
き
て
、
使
船
航
路
と
し
て
の
重
要
性
を
強
調
す
る
見
解
が
、
中
国
・
韓
国
の
研
究
者
よ
り
あ
い
つ
い
で
提
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
中
国
で
は
、
呂
英
亭
が
「
公
的
な
使
節
も
大
変
数
多
く

0

0

0

0

0

こ
こ
（
＝
板
橋
鎮
）
よ
り
発
し
て
高
麗
に
入
っ
た
」
と
し）

11
（

、
王
賽
時

は
「
北
宋
の
官
員
は
高
麗
に
出
使
す
る
に
あ
た
り
、
よ
く
0

0

こ
の
港
（
＝
板
橋
鎮
）
よ
り
出
発
し
た
」
と
述
べ
た）

12
（

。
張
照
東
も
「
宋
・
高
麗

両
国
間
に
お
い
て
政
府
の
往
来
は
多
く
0

0

こ
の
ル
ー
ト
（
＝
密
州
航
路
）
を
経
由
し
た
」
と
し）

13
（

、
劉
鳳
鳴
も
外
交
ル
ー
ト
と
し
て
の
板
橋
鎮

の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る）

14
（

。
一
方
、
韓
国
で
は
金
栄
済
が
、「
当
時
高
麗
使
節
は
密
州
港
よ
り
も
明
州
港
を
相
対
的
に
多
く
利
用
し
た
。

そ
の
た
め
明
州
港
利
用
に
関
す
る
記
録
が
多
い
だ
け
で
あ
り
、
密
州
港
を
全
く
利
用
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
両
国
使

節
は
北
宋
中
期
に
限
ら
ず
、
北
宋
末
ま
で
も
明
州
港
の
み
な
ら
ず
密
州
も
引
き
続
き
利
用
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

と
み
る
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て

い
る）

15
（

（
引
用
文
中
の
傍
点
は
い
ず
れ
も
森
平
）。

　

し
か
し
こ
れ
ら
は
密
州
航
路
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、そ
れ
を
具
体
的
に
裏
づ
け
得
る
史
料
的
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
。

金
栄
済
の
場
合
、
い
ち
お
う
根
拠
史
料
を
あ
げ
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
そ
れ
は
使
船
が
実
際
に
複
数
回
に
わ
た
り
板
橋
鎮
を
利
用
し

た
こ
と
を
直
接
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

一
方
、
個
別
事
例
を
総
合
し
た
帰
納
的
実
証
に
な
っ
て
い
な
い
点
は
通
説
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
史
料
Ａ
は
通
使
再
開
直
後
に
高

麗
使
の
南
路
使
用
方
針
が
公
定
さ
れ
た
時
点
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
後
の
状
況
を
説
明
し
て
い
な
い
。
史
料
Ｂ
〜
Ｅ
で
は
通
使
再
開
後
の

高
麗
使
や
宋
使
が
〝
つ
ね
に
〞
明
州
航
路
を
利
用
し
た
と
述
べ
る
が
、
通
使
再
開
後
の
全
時
期
に
関
す
る
説
明
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。

編
年
史
書
『
長
編
』
の
記
事
で
あ
る
史
料
Ｂ
は
、
そ
の
紀
年
な
い
し
こ
れ
に
近
い
あ
る
時
点
で
の
状
況
認
識
と
み
ら
れ
、
同
じ
史
書
の
記
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事
で
あ
る
史
料
Ｃ
に
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る）

16
（

。
史
料
Ｄ
は
『
高
麗
図
経
』
成
立
時
（
一
一
二
四
）
の
状
況
認
識
で
あ
る
。
南
宋
後
期
の
地

方
志
で
あ
る
史
料
Ｅ
に
し
て
も
、
朝
貢
し
た
高
麗
王
と
し
て
粛
宗
以
降
の
睿
宗
や
仁
宗
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
対
象
時
期
が
限
定
さ
れ
た
認

識
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
ま
た
史
料
Ｂ
〜
Ｅ
は
い
ず
れ
も
概
括
的
記
述
で
あ
り
、
対
象
時
期
の
幅
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
間

の
個
別
の
通
使
例
を
ど
こ
ま
で
具
体
的
に
ふ
ま
え
た
う
え
で
述
べ
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
。
少
な
く
と
も
通
説
に
合
わ
な
い
事
例
と
し

て
、
密
州
航
路
を
利
用
し
た
宋
使
船
が
一
例
（
後
述
す
る
楊
景
略
の
事
例
）
か
ね
て
知
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も
事
実
の
捨
象
や
漏
落
が
あ

る
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
通
説
が
妥
当
す
る
範
囲
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
透
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
問
題
を
検
証
す
る
に
は
、
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
の
個
別
使
行
例
に
お
け
る
利
用
航
路
を
可
能
な
限
り
網
羅
的
に

明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
を
帰
納
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

三　

一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
に
お
け
る
高
麗
・
宋
使
船
の
利
用
航
路

　

本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
た
表
〈
11
世
紀
後
半
〜
12
世
紀
初
の
高
麗
・
宋
遣
使
一
覧
〉
は
、
高
麗
側
・
宋
側
の
関
係
史
料
よ
り
一
〇
七
一
年

の
通
使
再
開
か
ら
一
一
二
〇
年
代
ま
で
の
遣
宋
高
麗
使
・
遣
高
麗
宋
使
の
実
例
を
網
羅
的
に
収
集
し
た
も
の
で
あ
る）

17
（

。
先
行
研
究
で
は
海

商
が
文
書
や
情
報
を
伝
達
し
た
ケ
ー
ス
を
含
め
て
広
義
に
と
ら
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
政
府
・
官
衙
か
ら
使
者
―
―
基
本
的
に

は
官
員
（
少
な
く
と
も
官
員
身
分
保
持
者
）
を
任
命
―
―
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
限
定
し
て
い
る
。
本
表
は
使
者
そ
の
も
の
よ
り

使
船
の
運
航
状
況
に
関
心
を
お
く
も
の
な
の
で
、使
者
は
代
表
者
一
名
の
み
を
あ
げ
て
い
る
。二
組
の
使
節
団
が
一
度
に
発
遣
さ
れ
た
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
正
使
を
表
示
し
て
い
る
。
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ま
た
往
路
と
復
路
を
わ
け
て
表
示
し
た
。
こ
れ
は
航
路
特
定
の
手
が
か
り
と
な
る
経
由
地
情
報
が
往
路
と
復
路
の
ど
ち
ら
で
得
ら
れ
た

か
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
往
路
と
復
路
の
航
路
は
同
じ
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
片
道

の
航
路
が
判
明
す
れ
ば
、
も
う
一
方
の
航
路
も
同
じ
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
ま
れ
に
往
路
と
復
路
と
で
経
路
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

そ
の
違
い
を
明
示
す
る
必
要
も
あ
る
。
ま
た
付
随
的
に
、
高
麗
発
宋
往
き
（
高
麗
使
船
の
往
路
と
宋
使
船
の
復
路
）
と
宋
発
高
麗
往
き
（
高

麗
使
船
の
復
路
と
宋
使
船
の
往
路
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
程
に
つ
い
て
運
航
時
期
の
傾
向
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
の
意
味
も
あ
る）

18
（

。

　

経
由
地
情
報
は
下
線
を
付
し
た
典
拠
史
料
に
よ
る
。
明
州
、
梅
岑
（
普
陀
山
）
の
ご
と
く
海
上
で
の
通
過
地
や
出
入
港
地
に
関
す
る
記

述
が
最
も
端
的
な
航
路
特
定
根
拠
と
な
る
が）

19
（

、
な
か
に
は
宋
国
内
で
の
移
動
経
路
か
ら
割
り
出
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
杭
州

（
現
・
浙
江
省
杭
州
市
）、
潤
州
（
現
・
江
蘇
省
鎮
江
市
）、
揚
州
（
現
・
江
蘇
省
揚
州
市
）
な
ど
、
明
州
と
宋
都
開
封
（
現
・
河
南
省
開

封
市
）
の
間
を
結
ぶ
内
陸
水
路
沿
い
の
都
市
で
あ
り
、
南
路
経
由
の
使
者
は
通
常
こ
の
水
路
を
利
用
し
て
移
動
す
る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
う

ち
淮
河
沿
岸
の
楚
州
（
現
・
江
蘇
省
淮
安
市
）
と
開
封
と
の
間
の
行
程
は
、
後
述
の
よ
う
に
密
州
航
路
利
用
時
に
も
使
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
楚
州
以
南
を
通
過
し
て
い
れ
ば
南
路
の
利
用
が
示
唆
さ
れ
、
長
江
沿
岸
や
江
南
の
都
市
を
通
過
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
ず

確
実
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
、
高
麗
と
宋
の
間
で
は
数
年
以
内
の
短
い
間
隔
で
ど
ち
ら
か
の
使
者
が
往
来
し
て
お
り
、
各
使
行

の
間
に
ま
っ
た
く
記
録
が
残
ら
な
い
遣
使
が
さ
ら
に
あ
っ
た
と
は
、
あ
ま
り
考
え
に
く
い
。
な
か
に
は
比
較
的
長
く
間
隔
が
あ
く
時
期
も

あ
る
が
、
た
と
え
ば
一
〇
八
五
〜
九
〇
年
間
の
空
白
に
つ
い
て
は
、
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
一
一
月
三
日
付
の
蘇
軾
の
状
奏
に
「
二
聖

（
＝
哲
宗
皇
帝
と
摂
政
の
宣
仁
太
皇
太
后
）
が
襲
位
し
て
以
来
、
高
麗
は
数
年
間
や
っ
て
き
て
い
な
い
（
自
二
聖
嗣
位
、
高
麗
数
年
不
至
）」

と
あ
る）

20
（

。
哲
宗
の
即
位
は
一
〇
八
五
年
だ
か
ら
、
一
〇
八
五
〜
八
九
年
に
は
実
際
に
高
麗
使
の
来
朝
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
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す
る
と
、
記
録
に
漏
れ
た
遣
使
が
絶
無
と
断
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
判
明
し
た
遣
使
件
数
は
実
勢
な
い
し
こ
れ
に
近
い
と
み
て
大
過

な
か
ろ
う
。

　

ま
ず
高
麗
使
に
つ
い
て
は
、
全
二
五
例
中
、
南
路
が
一
八
〜
二
〇
例
、
北
路
が
一
例
（
海
州
（
現
・
江
蘇
省
連
雲
港
市
）
着
だ
が
密
州

航
路
と
ほ
ぼ
重
な
る
）、
航
路
不
明
が
四
〜
六
例
で
あ
る
（
数
値
の
幅
は
疑
い
例
を
含
め
る
か
否
か
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
じ
）。
全
体
の

少
な
く
と
も
七
〜
八
割
は
南
路
を
利
用
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
一
方
、
北
路
の
利
用
は
僅
少
で
あ
る
。
根
拠
と
な
る
史
料
文
献
は
高
麗
側

と
宋
側
の
双
方
に
わ
た
り
、
そ
の
種
類
も
正
史
、
私
史
、
政
書
、
地
誌
、
総
集
、
別
集
、
筆
記
雑
録
、
石
刻
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
個
別
記
事
の
な
か
で
航
路
関
連
情
報
が
言
及
さ
れ
る
文
脈
も
個
々
に
様
々
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
根
拠
史
料
の
性
格
に
特
定
の
傾
向
性
は

な
く
、
南
路
で
あ
れ
ば
記
録
が
残
り
、
北
路
で
あ
れ
ば
記
録
が
失
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
状
況
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
航
路
不
明
例
を

す
べ
て
北
路
と
み
る
べ
き
必
然
性
は
な
く
、
む
し
ろ
判
明
例
の
傾
向
が
投
影
さ
れ
る
可
能
性
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
北
路
の
利

用
は
全
体
と
し
て
少
数
例
外
的
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

次
に
宋
使
に
つ
い
て
は
、
全
二
〇
例
中
、
南
路
が
一
二
例
、
北
路
が
一
例
（
密
州
航
路
）、
航
路
不
明
が
七
例
で
あ
る
。
地
方
官
衙
の

遣
使
を
除
き
中
央
政
府
の
そ
れ
に
限
る
と
、
全
一
〇
例
中
、
南
路
が
六
例
、
北
路
が
一
例
、
航
路
不
明
が
三
例
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ

少
な
く
と
も
六
割
は
南
路
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
唯
一
の
北
路
利
用
例
に
関
し
て
は
、
帰
路
に
南
路
を
利
用
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
ま
た
そ
の
根
拠
史
料
の
性
格
に
特
段
の
傾
向
性
が
な
く
、
航
路
不
明
例
を
す
べ
て
北
路
と
み
る
べ
き
必
然
性
が
な
い
点
は
高
麗
使

と
同
様
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
、
三
例
は
む
し
ろ
南
路
と
の
つ
な
が
り
が
示
唆
さ
れ
る
（
③
―
11
・
12
・
15
）。
そ
こ
で
航
路
不
明
例
に

つ
い
て
も
、
判
明
例
の
傾
向
が
投
影
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
北
路
利
用
は
や
は
り
全
体
と
し
て
少
数
例
外
的
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

以
上
の
ご
と
く
、
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
に
お
け
る
北
路
の
利
用
例
は
、
高
麗
使
・
宋
使
い
ず
れ
も
ご
く
少
数
と
み
ら
れ
る
。
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こ
れ
を
ふ
ま
え
る
限
り
、〝
よ
く
利
用
し
た
〞
と
は
到
底
い
え
な
い
。
南
路
利
用
率
が
〝
相
対
的
に
高
い
〞
と
い
う
以
上
に
、〝
圧
倒
的
に

高
か
っ
た
〞
と
推
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

高
麗
使
の
入
宋
に
お
け
る
明
州
航
路
と
密
州
航
路
の
位
相
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
朱
彧
の
『
萍
洲
可
談
』
巻
二
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

Ｆ　

 

京
師
（
＝
開
封
）
に
は
都
亭
駅
を
置
い
て
遼
人
を
応
接
し
、
都
亭
西
駅
で
は
夏
人
（
＝
西
夏
人
）
を
応
接
し
、
同
文
館
で
は
高
麗
を

応
接
し
、
懐
遠
駅
で
は
南
蛮
を
応
接
し
た
。
元
豊
年
間
（
＝
一
〇
七
八
〜
八
五
年
）
に
は
高
麗
人
を
最
も
手
厚
く
接
遇
し
、
沿
路
の

宿
泊
施
設
は
み
な
高
麗
亭
と
名
づ
け
た
。
高
麗
人
が
海
を
渡
っ
て
明
州
に
到
着
す
る
と
、
両
浙
よ
り
汴
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
都
下
に

到
達
す
る
。
こ
れ
を
南
路
と
い
う
。
あ
る
い
は
密
州
に
到
着
す
る
と
、
京
東
よ
り
陸
上
を
通
過
し
て
京
師
に
到
達
す
る
。
こ
れ
を
東

路
と
い
う
。
両
路
の
宿
泊
施
設
は
一
新
さ
れ
た
が
、〔
高
麗
人
は
〕
い
つ
も
南
路
を
経
由
し
、
東
路
を
経
由
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

高
麗
人
が
舟
運
を
便
と
し
た
の
は
、
大
量
に
荷
物
を
持
参
し
た
か
ら
で
あ
る
。（
京
師
置
都
亭
駅
待
遼
人
、
都
亭
西
駅
待
夏
人
、
同

文
館
待
高
麗
、
懐
遠
駅
待
南
蛮
。
元
豐
待
高
麗
人
最
厚
、
沿
路
亭
伝
、
皆
名
高
麗
亭
。
高
麗
人
泛
海
而
至
明
州
、
則
由
二
浙
遡
汴
至

都
下
。
謂
之
南
路
。
或
至
密
州
、
則
由
京
東
陸
行
至
京
師
。
謂
之
東
路
。
二
路
亭
伝
一
新
、
常
由
南
路
、
未
有
由
東
路
者
。
高
麗
人

便
於
舟
楫
、
多
齎
輜
重
故
爾
）

　

す
な
わ
ち
宋
側
は
二
つ
の
ル
ー
ト
を
用
意
し
た
が
、
利
用
さ
れ
た
の
は
結
局
前
者
の
ほ
う
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
な
お
そ
の
理
由

説
明
に
つ
い
て
は
問
題
も
あ
る
―
―
後
述
）。し
か
し
一
方
で
、高
麗
使
船
の
北
路（
密
州
航
路
）利
用
を
示
唆
す
る
か
の
ご
と
き
史
料（
Ｇ
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〜
Ｉ
）
も
存
在
し
て
お
り
、
前
述
の
金
栄
済
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
立
論
し
て
い
る）

21
（

。

Ｇ　
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
五

　
　

 

元
豊
七
年
（
＝
一
〇
八
四
年
）
に
詔
が
あ
り
、
京
東
・
淮
南
に
高
麗
使
の
た
め
の
亭
館
を
築
い
た
。
密
・
海
の
二
州
で
は
騒
然
と
し

て
逃
亡
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
明
年
、
軾
は
こ
こ
を
通
過
し
、
そ
の
壮
麗
さ
を
歎
じ
、
一
絶
を
留
め
る
次
第
で
あ
る
。（
元
豐
七
年
、

有
詔
、
京
東
・
淮
南
、
築
高
麗
亭
館
。
密
海
二
州
、
騒
然
有
逃
亡
者
。
明
年
、
軾
過
之
、
歎
其
壮
麗
、
留
一
絶
云
）

Ｈ　
『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
〇
・
論
高
麗
進
奉
状

　
　

 

臣
が
伏
し
て
お
も
い
ま
す
に
、
熙
寧
年
間
（
＝
一
〇
六
八
〜
七
七
年
）
以
来
、
高
麗
人
は
し
ば
し
ば
朝
貢
に
訪
れ
、
元
豊
末
（
＝
一

〇
八
〇
年
代
半
ば
）
ま
で
の
一
六
、
七
年
間
、
館
待
や
下
賜
の
経
費
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
両
浙
・
淮
南
・
京
東
の
三
路

で
は
、
城
を
築
い
て
船
舶
を
建
造
し
、
亭
館
を
建
設
す
る
た
め
、
農
民
・
工
匠
を
徴
発
し
、
商
人
か
ら
収
奪
し
た
の
で
、
各
所
は
騒

然
と
な
り
、
公
私
と
も
に
弊
害
を
訴
え
ま
し
た
。（
臣
伏
見
、
熙
寧
以
来
、
高
麗
人
屢
入
朝
貢
、
至
元
豐
之
末
、
十
六
七
年
間
、
館

待
賜
予
之
費
、
不
可
勝
数
。
両
浙
・
淮
南
・
京
東
三
路
、
築
城
造
船
、
建
立
亭
館
、
調
発
農
工
、
侵
漁
商
賈
、
所
在
騒
然
、
公
私
告

病
）

Ｉ　
『
長
編
』
巻
三
四
三
・
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
二
月
甲
申

　
　

 

京
東
転
運
司
に
詔
を
下
し
、
高
麗
使
の
入
貢
に
あ
た
っ
て
は
規
定
に
も
と
づ
い
て
妓
楽
を
使
用
し
、
も
し
使
者
が
辞
退
す
れ
ば
、
こ
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れ
を
許
す
こ
と
と
し
た
。（
詔
京
東
転
運
司
、
高
麗
使
入
貢
、
依
式
用
妓
楽
、
如
使
人
辞
免
、
即
聴
）

　

史
料
Ｇ
で
は
宋
に
入
国
し
た
高
麗
使
の
道
中
接
待
の
た
め
通
過
地
に
亭
館
を
設
置
す
る
と
の
勅
命
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
淮
南
と

と
も
に
対
象
地
域
に
含
ま
れ
る
「
京
東
」
路
は
、
板
橋
鎮
が
所
在
す
る
広
域
管
区
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
域
内
に
あ
る
密
州
と
と
も
に
弊

害
を
う
け
た
地
域
と
し
て
言
及
さ
れ
る
海
州
も
、
路
と
し
て
は
淮
南
に
属
す
が
、
江
南
と
開
封
を
結
ぶ
交
通
と
は
位
置
的
に
無
関
係
で
あ

り
、
板
橋
鎮
か
ら
開
封
へ
の
移
動
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
。
史
料
Ｈ
・
Ｉ
で
も
、
両
浙
・
淮
南
と
と
も
に
高
麗
使
接
待
の
た
め
造
船
・
築

館
を
お
こ
な
い
大
き
な
負
荷
が
か
か
っ
た
地
域
と
し
て
、
あ
る
い
は
高
麗
使
に
対
す
る
伎
楽
の
提
供
に
つ
い
て
指
示
が
出
さ
れ
た
地
域
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
京
東
」
が
言
及
さ
れ
る
。

　

し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
述
べ
る
各
地
方
の
状
況
は
、
実
際
に
入
港
し
た
個
別
の
使
者
へ
の
対
応
事
例
を
直
接
に
記

し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
義
的
に
宋
側
が
高
麗
使
の
来
訪
に
そ
な
え
、
特
に
京
東
方
面
で
は
一
〇
八
〇
年
代
半
ば
に
、
そ
の
受
入
体
制
を

整
備
し
た
こ
と
に
関
す
る
言
及
・
記
録
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
密
州
で
の
受
入
体
制
を
整
え
た
も
の
の
実
際
に
は
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
と
す
る
史
料
Ｆ
の
記
述
を
直
接
否
定
す
る
材
料
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
に
お
い
て
高
麗
・
宋
間
の
使
船
航
路
が
南
路
偏
重
だ
っ
た
と
の
通
説
は
、
僅
か
な
例
外

の
存
在
を
認
め
つ
つ
、
大
勢
と
し
て
承
認
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
使
船
に
限
っ
た
話
で
あ
り
、
密
州
航
路
に
お
け
る
商
船
の
動
向
は
ま
た
別
途
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ

宋
は
外
交
面
で
も
「
密
州
商
人
」
を
介
し
て
高
麗
に
国
信
を
通
じ
た
こ
と
が
あ
る）

22
（

。
一
〇
八
五
年
に
密
州
が
神
宗
皇
帝
の
死
と
哲
宗
皇
帝

の
即
位
を
高
麗
に
報
じ
た
の
も）

23
（

、
一
〇
九
〇
年
に
臨
海
軍
（
膠
西
県
（
旧
・
板
橋
鎮
）
の
軍
額
）
が
高
麗
礼
賓
省
の
牒
を
受
領
し
た
の
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も）
24
（

、
密
州
・
高
麗
間
を
往
来
す
る
海
商
を
通
じ
て
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
宋
が
高
麗
使
船
の
窓
口
港
と
し
て
板
橋
鎮
の
積
極
的
運
用
に
む

け
て
動
い
た
の
は
、
結
局
一
〇
八
〇
年
代
半
ば
の
一
時
的
ブ
ー
ム
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
宋
使
船
の
唯
一
の

判
明
例
が
同
時
期
で
あ
る
こ
と
も
こ
れ
に
関
連
し
よ
う
。
そ
の
後
、
高
麗
使
応
接
の
た
め
に
重
い
負
担
を
お
う
地
域
と
し
て
京
東
が
史
料

に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、「
淮
浙
千
里）

25
（

」、「
淮
浙
両
路）

26
（

」、「
淮
浙
之
間）

27
（

」
の
ご
と
く
、
も
っ
ぱ
ら
淮
浙
地
域
（
淮
南
・
両
浙
）

の
み
が
話
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
南
路
で
来
訪
し
た
使
者
へ
の
対
応
に
か
か
る
地
域
で
あ
る
。

四　

南
路
偏
重
の
背
景
に
関
す
る
諸
説
の
検
討

（
１
）
政
治
的
要
因

　

一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
初
、
通
使
再
開
後
の
高
麗
使
船
が
も
っ
ぱ
ら
南
路
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
掲
史
料
Ａ
・
Ｂ
に

当
時
高
麗
の
冊
封
宗
主
国
で
あ
っ
た
契
丹
か
ら
航
路
を
遠
ざ
け
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
史
料
Ａ
で
は
そ
れ
が
高
麗

側
の
要
望
だ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
に
か
け
て
高
麗
が
契
丹
よ
り
く
り
か
え
し
侵
攻
を
こ
う
む
っ
た

一
因
が
宋
と
の
通
交
関
係
に
あ
っ
た
こ
と）

28
（

を
想
起
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ご
く
自
然
な
説
明
で
あ
り
、
従
来
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
が
う
け
い

れ
て
き
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
近
藤
一
成
は
こ
れ
に
異
論
を
呈
し
て
い
る
。〝
契
丹
使
は
し
ば
し
ば
高
麗
使
と
同
時
期
に
開
封
に
滞
在
す
る
こ
と
が

あ
り
、
契
丹
も
高
麗
と
宋
の
通
交
を
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
契
丹
の
目
を
口
実
と
す
る
南
路
選
択
の
理
由
説
明
は
名
目
に
す
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ぎ
な
い
〞
と
い
う
の
で
あ
る）

29
（

。

　

し
か
し
こ
れ
は
結
果
論
を
動
機
に
遡
及
さ
せ
た
見
方
で
あ
ろ
う
。
高
麗
・
宋
通
交
が
再
開
さ
れ
た
当
初
、
契
丹
が
こ
れ
に
ど
う
反
応
す

る
か
は
未
知
数
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
対
宋
通
交
の
再
開
を
模
索
す
る
文
宗
に
対
し
、
高
麗
の
廷
臣
は
契
丹
と
の
摩
擦
を
懸
念
し

て
次
の
よ
う
に
自
重
を
求
め
た
。

Ｊ　
『
高
麗
史
』
巻
八
・
文
宗
世
家
・
一
二
年
（
一
〇
五
八
）
八
月
乙
巳

　
　

 

王
は
耽
羅
と
霊
巌
で
木
材
を
伐
採
し
て
大
船
を
建
造
し
、
宋
と
通
交
し
よ
う
と
し
た
。
内
史
門
下
省
が
上
言
し
た
。「
我
が
国
は
北

朝
（
＝
契
丹
）
と
通
好
し
、
辺
境
に
は
非
常
事
態
も
な
く
、
民
は
そ
の
生
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
を
保
全
す
る
の

が
上
策
で
す
。
か
つ
て
庚
戌
年
（
＝
一
〇
一
〇
年
）、
契
丹
が
〔
我
が
国
を
〕
問
罪
し
た
文
書
に
は
、「
東
方
で
女
真
と
結
び
西
方
で

宋
に
往
来
す
る
の
は
、
何
を
謀
ろ
う
と
し
て
の
こ
と
か
」
と
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
尚
書
柳
参
奉
が
奉
使
し
た
際
、〔
契
丹
の
〕
東
京

留
守
が
南
朝
（
＝
宋
）
へ
の
通
使
の
こ
と
を
た
ず
ね
、
疑
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
も
し
こ
の
こ
と
が
漏
れ
れ
ば
、
必
ず
や
亀
裂
を

生
じ
る
で
し
ょ
う
。
…
…
ま
し
て
我
が
国
の
文
物
礼
楽
は
、
す
で
に
隆
盛
し
て
久
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
商
船
が
次
々
と
訪
れ
、

珍
宝
が
日
々
来
着
し
て
い
る
の
で
、
中
国
と
つ
き
あ
う
の
は
実
際
の
と
こ
ろ
利
益
に
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
契
丹
と
永
遠
に
絶
交
す
る

の
で
な
け
れ
ば
、
宋
に
通
使
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
れ
を
了
承
し
た
。（
王
欲
於
耽
羅
及
霊
巌
伐
材
造
大
船
、
将
通
於
宋
。

内
史
門
下
省
上
言
。
国
家
結
好
北
朝
、
辺
無
警
急
、
民
楽
其
生
。
以
此
保
邦
、
上
策
也
。
昔
庚
戌
之
歳
、
契
丹
問
罪
書
云
、
東
結
構

於
女
真
、
西
往
来
於
宋
国
、
是
欲
何
謀
。
又
尚
書
柳
参
奉
使
之
日
、
東
京
留
守
問
南
朝
通
使
之
事
、
似
有
嫌
猜
。
若
泄
此
事
、
必
生

釁
隙
。
…
…
況
我
国
文
物
礼
楽
、
興
行
已
久
。
商
舶
絡
繹
、
珍
宝
日
至
、
其
於
中
国
、
実
無
所
資
。
如
非
永
絶
契
丹
、
不
宜
通
使
宋
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朝
。
従
之
）

　

一
一
世
紀
初
の
交
戦
状
態
が
終
息
し
て
以
降
、高
麗
と
契
丹
の
間
で
は
表
面
上
安
定
し
た
宗
属
関
係
が
維
持
さ
れ
た
が
、境
界
地
帯（
鴨

緑
江
沿
岸
）
の
管
理
を
め
ぐ
る
葛
藤
も
潜
在
し
て
い
た）

30
（

。

　

高
麗
と
の
通
使
が
契
丹
を
刺
激
す
る
と
の
懸
念
の
声
は
宋
側
に
も
あ
っ
た）

31
（

。
宋
が
高
麗
と
通
交
を
再
開
し
た
背
景
に
は
海
商
の
は
た
ら

き
か
け
も
指
摘
さ
れ
る
が）

32
（

、
政
府
の
意
図
は
後
に
「
遠
方
の
夷
狄
を
招
い
て
太
平
を
飾
り
、
相
呼
応
し
て
契
丹
に
対
抗
し
、
軍
事
の
助
け

と
す
る
（
以
招
致
遠
夷
、
為
太
平
粉
飾
、
及
掎
角
契
丹
、
為
用
兵
援
助
而
已）

33
（

）」、「
夷
狄
を
制
す
る
意
志
（
鞭
撻
戎
狄
之
志）

34
（

）」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
契
丹
に
対
し
て
対
抗
的
な
要
素
を
認
識
し
得
る

0

0

0

0

0

も
の
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
毛
利
英
介
は
、
宋
側
に
国
威
発
揚
の
意
図
が
一
定
に
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
積
極
的
な
契
丹
対
抗
策
と
ま
で
は

い
え
な
い
と
慎
重
な
見
方
を
示
し
て
い
る）

35
（

。
し
か
し
、
た
と
え
当
初
の
段
階
で
は
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
通
交
が
続
い
て
い
け
ば
、
情

勢
推
移
の
な
か
で
宋
側
が
高
麗
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
は
高
麗
側
と
し
て
も
不
透
明
で
あ
る
。
通
使
再
開
後
、
両
国
は
契

丹
へ
の
配
慮
か
ら
正
式
な
宗
属
関
係
を
結
ば
な
か
っ
た
が
、
宋
は
高
麗
を
藩
国
と
し
て
位
置
づ
け
る
姿
勢
を
に
じ
ま
せ
、
高
麗
側
も
こ
れ

に
一
定
に
応
え
て
お
り）

36
（

、
後
に
は
宋
側
が
高
麗
王
に
対
し
冊
封
を
は
た
ら
き
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た）

37
（

。
こ
れ
は
契
丹
の
秩
序
と
衝
突
を
ひ

き
お
こ
す
危
険
性
を
は
ら
む
。
か
り
に
具
体
的
な
契
丹
対
抗
策
が
両
国
間
で
議
論
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
ま
た
両
国
の
通
交
に
対
し
て
さ

し
あ
た
り
契
丹
側
か
ら
抗
議
が
な
く
と
も
、
使
船
の
遭
難
や
拿
捕
に
よ
り
相
互
の
通
信
内
容
や
献
賜
品
の
詳
細
が
契
丹
側
に
露
顕
し
得
る

状
況
を
高
麗
が
嫌
う
の
は
、
将
来
的
な
危
険
に
備
え
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ご
く
自
然
な
対
応
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

近
藤
は
、
高
麗
の
使
船
ル
ー
ト
が
北
路
か
ら
南
路
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
後
述
の
よ
う
に
経
済
的
動
機
を
重
視
す
る
が
、
こ
の
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こ
と
は
契
丹
と
の
政
治
的
摩
擦
を
避
け
る
こ
と
と
二
律
背
反
的
に
択
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
高
麗
側
か

ら
の
申
し
立
て
と
し
て
史
料
に
記
録
さ
れ
た
政
治
的
理
由
を
、
あ
え
て
う
わ
べ
だ
け
の
名
目
と
み
な
す
必
要
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
宋
側
は
こ
の
段
階
で
も
密
州
航
路
の
利
用
を
企
図
し
、
少
な
く
と
も
一
回
の
遣
使
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
使
者
に
よ
ら
な
い
文

書
・
情
報
の
送
達
は
、
前
述
の
ご
と
く
両
国
と
も
に
密
州
航
路
を
通
じ
て
も
お
こ
な
っ
た
。
後
に
は
、
華
北
に
進
出
し
て
強
大
化
し
た
金

へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
デ
リ
ケ
ー
ト
な
折
衝
が
お
こ
な
わ
れ
た
段
階
で
す
ら
、高
麗
は
北
路
を
通
じ
て
尹
彦
頤
を
派
遣
し
て
い
る
。交
渉
ル
ー

ト
を
北
方
か
ら
徹
底
し
て
遠
ざ
け
る
必
要
性
は
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
重
み
を
も
つ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
経
済
・
文
化
的
要
因

　

前
掲
史
料
Ｊ
で
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
麗
側
の
対
宋
通
交
再
開
の
基
本
的
動
機
が
経
済
交
流
と
文
物
将
来
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
現

在
通
説
と
な
っ
て
い
る）

38
（

。
周
知
の
と
お
り
当
時
江
南
は
長
江
中
・
下
流
域
と
沿
海
部
を
中
心
に
唐
末
以
来
の
農
業
開
発
と
人
口
増
加
の
基

盤
に
た
ち
、
商
品
の
生
産
・
流
通
市
場
と
し
て
発
展
を
と
げ
て
い
た
。
そ
し
て
か
か
る
経
済
活
況
を
背
景
に
学
術
・
芸
術
等
の
文
化
活
動

も
隆
盛
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
お
け
る
商
業
・
物
流
の
国
際
的
ハ
ブ
港
と
し
て
存
在
感
を
示
し
て
い
た
の
が
明

州
だ
っ
た）

39
（

。
近
藤
一
成
や
李
錫
炫
は
、
か
か
る
状
況
下
で
高
麗
が
宋
と
の
経
済
交
流
に
強
い
意
欲
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
使
船
を

南
路
に
む
か
わ
せ
る
主
因
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る）

40
（

。

　

宋
か
ら
高
麗
に
も
た
ら
さ
れ
た
物
品
の
詳
細
は
、
実
は
必
ず
し
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
宋
商
来
航
に
関
す
る
史
料
は
数
多
い
が
、
多
く

は
舶
載
品
を
「
土
物
」「
方
物
」
な
ど
と
漠
然
と
記
す
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
先
行
研
究）

41
（

が
集
め
た
断
片
的
な
史
料
情
報
に
も
と
づ
き
、

そ
の
大
要
を
江
南
と
の
関
連
性
に
注
意
し
つ
つ
瞥
見
す
る
と
、
ま
ず
絹
が
あ
る
。『
高
麗
図
経
』
巻
二
三
・
雑
俗
・
土
産
に
は
次
の
よ
う
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に
あ
る
。

Ｋ　

 〔
高
麗
で
は
〕
養
蚕
が
さ
か
ん
で
は
な
い
。
絹
糸
や
絹
織
物
は
、
み
な
商
人
に
委
託
し
て
山
東
・
閩
浙
よ
り
将
来
し
て
い
る
。（
不
善

蠶
桑
。
其
絲
線
織
紝
、
皆
仰
賈
人
自
山
東
・
閩
浙
来
）

　

後
述
す
る
朝
貢
〝
貿
易
〞
で
も
大
量
の
絹
が
宋
側
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。
前
時
代
の
例
だ
が
、『
五
代
会
要
』
巻
三
〇･

高
麗･

後

周
顕
徳
五
年
（
九
五
八
）
七
月
に
も
、
高
麗
に
「
帛
数
千
匹
」
を
も
た
ら
し
、
銅
を
購
入
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
輸
入
絹
の
産
地
と

し
て
史
料
Ｋ
に
「
閩
浙
」（
福
建
・
両
浙
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
両
地
域
は
当
時
中
国
の
中
心
的
な
絹
生
産
地
の
一
つ
だ
っ
た）

42
（

。

　

次
に
香
料
、
犀
角
、
象
牙
、
水
牛
角
、
孔
雀
、
鸚
鵡
、
砂
糖
、
茶
と
い
っ
た
南
方
物
産
が
あ
る
。
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
洋
方

面
か
ら
広
東
・
福
建
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
舶
来
品
を
含
み
、
明
州
が
東
シ
ナ
海
域
で
の
主
要
集
散
地
と
な
る
。
一
方
、
華
北
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
移
送
コ
ス
ト
の
た
め
相
対
的
に
価
格
が
高
騰
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
金
末
に
は
山
東
の
軍
閥
李
全
が
「
南

貨
」（
南
方
産
品
）
の
価
格
差
に
目
を
つ
け
て
商
人
を
膠
西
（
旧
・
板
橋
鎮
）
に
誘
致
し
、
収
益
を
あ
げ
た
と
い
う）

43
（

。

　

さ
ら
に
書
籍
で
あ
る）

44
（

。
江
南
、
な
か
で
も
両
浙
・
福
建
は
出
版
業
が
さ
か
ん
な
地
域
だ
っ
た
。
特
に
杭
州
は
開
封
・
福
州
・
成
都
と
並

ぶ
全
国
有
数
の
出
版
地
で
あ
り
、
地
方
官
刻
本
の
一
大
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
入
宋
し
た
高
麗
使
節
の
書
籍
購
入
意
欲
は
宋
側
も
注

目
し
て
お
り）

45
（

、
両
浙
で
の
実
例
と
し
て
高
麗
使
が
「
餘
杭
」（
杭
州
）
で
「
子
瞻
集
」（
蘇
軾
の
文
集
）
を
購
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
る）

46
（

。

　

高
麗
使
船
は
市
舶
司
（
貿
易
管
理
機
関
）
が
お
か
れ
た
入
港
地
で
、
献
上
品
以
外
の
附
搭
貨
物
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
般
商

船
と
同
様
に
政
府
に
よ
る
指
定
品
の
専
買
（
禁
榷
）、
一
定
量
の
強
制
買
上
（
博
買
）、
関
税
徴
収
（
抽
解
）
が
規
定
さ
れ
た
よ
う
だ
が）

47
（

、
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使
節
員
や
そ
の
関
係
者
が
自
身
の
貨
物
を
売
買
す
る
過
程
に
あ
る
程
度
関
与
で
き
た
と
す
れ
ば
（
実
態
は
不
明
）、
取
引
に
お
け
る
選
択

の
幅
、
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
抑
制
等
の
点
で
、
海
商
を
介
し
た
間
接
輸
入
に
は
な
い
利
点
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
高
麗
使
は
開
封
に
往
復
す

る
宋
国
内
の
道
中
で
も
交
易
を
し
た
。
高
麗
使
よ
り
通
過
地
の
官
員
に
送
ら
れ
た
「
土
物
」
に
対
し
て
は
「
估
価
」（
市
価
）
に
よ
り
「
生

帛
」
を
代
価
と
し
て
送
っ
た
模
様
で
あ
る）

48
（

。
ま
た
「
州
県
」「
鎮
砦
」
ご
と
に
「
諸
色
行
戸
」（
各
種
商
人
）
が
集
ま
っ
て
取
引
を
お
こ
な
っ

た）
49
（

。
以
上
の
点
で
も
物
産
豊
か
な
江
南
に
入
港
し
、
特
に
開
封
と
の
物
流
大
動
脈
で
あ
る
内
陸
水
路
沿
い
の
都
市
を
通
過
す
る
こ
と
に
利

点
が
あ
っ
た
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
経
済
・
文
化
的
欲
求
か
ら
高
麗
使
が
南
路
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
と
の
理
解
は
、
い
ち
お
う
も
っ
と
も
で
は
あ
る
。
し
か

し
以
下
の
三
点
の
理
由
か
ら
、
江
南
を
か
か
る
意
味
合
い
で
絶
対
視
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

第
一
に
北
方
産
品
に
対
す
る
需
要
で
あ
る
。
前
掲
史
料
Ｋ
で
は
、
高
麗
に
供
給
さ
れ
る
絹
の
産
地
と
し
て
山
東
も
あ
げ
て
い
る
。
山
東

産
の
絹
（
東
絹
）
に
つ
い
て
は
、
宋
に
お
い
て
江
南
産
を
し
の
ぐ
品
質
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
は
製
品
・
用
途
の
違
い

に
も
反
映
さ
れ
る）

50
（

。
史
料
の
制
約
か
ら
詳
細
は
不
明
だ
が
、
高
麗
に
輸
入
さ
れ
た
絹
が
産
地
の
違
い
に
よ
り
需
要
・
用
途
の
違
い
を
生
じ

て
い
た
可
能
性
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
絹
の
需
要
が
あ
る
限
り
、
高
麗
に
と
っ
て
華
北
市
場
の
メ
リ
ッ
ト
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

密
州
板
橋
鎮
と
高
麗
を
結
ぶ
海
商
の
活
動
は
、
江
南
貿
易
と
は
異
な
る
商
品
需
要
を
示
唆
し
て
お
り
、
絹
以
外
の
商
品
に
つ
い
て
も
そ
の

可
能
性
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
に
宋
都
開
封
で
の
取
引
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
宋
政
府
を
相
手
と
す
る
朝
貢
貿
易
が
重
要
で
あ
り
、
高
麗
政
府
に
と
っ
て
高
利

潤
の
一
括
大
口
取
引
と
な
る
。
一
般
に
朝
貢
に
対
す
る
回
賜
は
、
中
華
の
威
光
を
夷
狄
に
示
す
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
朝
貢
者
に
と
っ
て
有

利
な
取
引
に
な
る
。
高
麗
に
対
す
る
回
賜
品
の
中
心
を
な
す
の
は
高
級
工
芸
品
等
の
奢
侈
品
で
あ
る
。
そ
の
代
表
は
絹
製
品
で
あ
り
、
一
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〇
八
〇
年
に
は
「
浙
絹
萬
匹
」
が
定
額
化
さ
れ
る）

51
（

。
こ
れ
は
回
賜
に
あ
た
っ
て
い
ち
い
ち
朝
貢
品
の
価
格
評
定
を
お
こ
な
う
の
は
大
国
と

し
て
「
体
裁
が
悪
い
（
有
傷
事
體
）」
と
の
考
え
に
も
と
づ
く
措
置
で
あ
っ
た
か
ら
、
想
定
し
得
る
朝
貢
品
の
価
値
に
常
に
十
分
見
合
う

だ
け
の
額
が
設
定
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

　

開
封
都
内
の
民
間
市
場
も
ま
た
高
麗
使
に
営
利
機
会
を
提
供
し
、
彼
ら
が
宿
泊
す
る
同
文
館
で
も
商
人
と
取
引
が
お
こ
な
わ
れ
た）

52
（

。
全

国
の
富
と
文
物
が
集
ま
る
帝
都
に
港
市
や
地
方
都
市
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
経
済
的
・
文
化
的
魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
高
麗
は
宋
か
ら
の
文
物
移
入
に
熱
意
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
民
間
レ
ベ
ル
で
出
回
る
文
物
は
そ
れ
以
前
か
ら
海
商
を
通
じ
て

入
手
し
て
き
た（
史
料
Ｊ
）。宋
政
府
と
の
直
接
交
渉
に
お
い
て
期
待
さ
れ
た
の
は
、民
間
で
は
容
易
に
入
手
で
き
な
い
高
級
文
物
で
あ
る
。

そ
の
代
表
は
類
書
な
ど
の
大
部
な
書
籍
で
あ
り
、
た
と
え
ば
『
文
苑
英
華
』、『
太
平
御
覧
』、『
冊
府
元
亀
』
な
ど
が
あ
る）

53
（

。
一
〇
七
四
年

に
は
宋
の
国
子
監
か
ら
「
九
経
子
史
諸
書
」
を
購
入
し
て
い
る）

54
（

。
書
籍
以
外
に
医
学
（
薬
種
、
医
師
）、
宮
廷
音
楽
（
大
晟
楽
、
楽
器
）、

絵
画
（
画
工
を
含
む
）
な
ど
も
入
手
対
象
と
な
っ
た）

55
（

。

　

鄭
修
芽
は
、
高
麗
の
対
宋
遣
使
再
開
の
動
機
と
し
て
、
体
制
整
備
を
目
的
と
し
た
高
級
文
物
の
将
来
に
注
目
し
た）

56
（

。
ま
た
李
鎮
漢
は
、

高
麗
の
対
宋
通
交
は
貿
易
一
般
と
い
う
よ
り
朝
貢
貿
易
に
こ
そ
一
義
的
目
的
が
あ
っ
た
と
説
く）

57
（

。
両
説
を
総
合
す
る
と
、
宋
政
府
と
直
接

交
渉
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
経
済
的
・
文
化
的
利
益
こ
そ
が
、
対
宋
通
交
の
根
本
動
機
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
高
麗
使
を
南
路
に
ひ
き
つ
け
る
だ
け
の
経
済
的
・
文
化
的
動
機
は
確
か
に
存
在
し
た
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
を

必
ず
し
も
絶
対
視
で
き
な
い
。
帝
都
を
含
む
華
北
の
市
場
に
も
一
定
の
需
要
が
み
こ
ま
れ
、
ま
た
政
府
間
の
直
接
交
渉
を
必
要
と
す
る
朝

貢
貿
易
と
高
級
文
物
の
入
手
こ
そ
が
、
国
家
に
よ
る
遣
使
事
業
を
必
須
と
す
る
最
重
点
事
項
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
か
り
に
高
麗
側
に
と
っ
て
経
済
的
利
潤
が
本
来
最
大
の
関
心
事
だ
っ
た
と
し
て
も
、
外
交
関
係
を
結
ん
だ
以
上
、
政
府
間
交
渉
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以
外
の
場
に
お
け
る
使
節
員
の
商
業
活
動
は
あ
く
ま
で
付
随
的
な
も
の
で
あ
る
。
皇
帝
の
死
去
を
弔
問
す
る
使
節
の
よ
う
に
、
積
極
的
な

営
利
機
会
と
す
る
に
は
本
来
そ
ぐ
わ
な
い
状
況
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
こ
れ
を
前
面
に
お
し
だ
し
た
使
節
員
の
活
動
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
批
判
も
起
こ
る
わ
け
だ
が
、
一
方
で
は
、
使
行
に
際
し
て
営
利
に
意
を
用
い
な
か
っ
た
と
い
う
任
懿
や
鄭
文
な
ど
が
称
賛
を
う
け

て
も
い
る）

58
（

。
対
宋
通
交
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
を
単
純
に
経
済
的
欲
求
、
と
り
わ
け
使
節
員
の
私
的
営
利
が
規
定
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る

の
は
、
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
か
ろ
う
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
如
上
の
経
済
的
・
文
化
的
問
題
は
、
あ
く
ま
で
高
麗
使
側
の
要
件
で
あ
り
、
宋
使
側
に
は
直
接
の
関
係
が
な
い
。
そ

れ
で
も
、
そ
の
利
用
航
路
は
南
路
に
偏
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五　

使
船
の
航
路
選
択
に
お
け
る
技
術
的
要
因

　

前
節
の
検
討
を
ふ
ま
え
る
と
、
高
麗
使
船
・
宋
使
船
に
共
通
し
て
看
取
さ
れ
る
南
路
偏
重
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
指
摘

さ
れ
て
き
た
政
治
的
要
因
と
経
済
・
文
化
的
要
因
だ
け
で
は
、
そ
の
十
分
条
件
を
必
ず
し
も
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
使
節
の
往
来
〝
過
程
〞
に
お
け
る
技
術
的
条
件
で
あ
る
。

　

南
路
の
効
果
的
な
利
用
を
支
え
た
要
件
と
し
て
は
、
つ
と
に
季
節
風
の
存
在
（
史
料
Ｄ
・
Ｅ
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
北
路
か
ら

南
路
へ
の
航
路
変
更
要
因
と
し
て
あ
げ
る
論
者
も
い
る）

59
（

。
確
か
に
季
節
風
は
、
う
ま
く
利
用
さ
え
で
き
れ
ば
、
南
北
軸
に
そ
っ
て
展
開
す

る
南
路
航
海
の
速
度
と
定
期
性
を
高
め
得
る
プ
ラ
ス
要
因
と
な
る
。
し
か
し
単
に
そ
れ
の
み
で
技
術
面
に
お
け
る
南
路
の
優
位
が
決
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。当
時
の
航
海
が
季
節
風
に
全
面
依
存
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し）

60
（

、航
海
に
お
け
る
技
術
上
の
要
件
は
風
以
外
に
も
様
々
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で
あ
る
。
特
に
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
点
と
し
て
、
そ
こ
に
は
技
術
を
実
際
に
運
用
す
る
う
え
で
の
人
間
的
問
題
も
含
ま
れ
る
。
北
路

よ
り
も
南
路
が
偏
重
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
技
術
面
の
十
分
条
件
を
説
明
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
宋
国
内
で
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
掲
史
料
Ｆ
に
よ
る
と
、
明
州
航
路
を
利
用
し
た
場
合
、
内
陸
舟
運
を
利
用
し
て
開
封
と

の
間
を
往
来
す
る
こ
と
に
な
り
、
密
州
航
路
の
場
合
、
陸
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
大
量
に
貨
物
を
持
参
す
る
高
麗

使
に
と
っ
て
は
舟
運
を
利
用
し
た
ほ
う
が
好
便
で
あ
る
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
明
州
航
路
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
陸
運
と
内
陸

舟
運
の
利
便
性
の
違
い
は
、
宋
使
に
と
っ
て
も
同
様
と
い
え
る
。

　

し
か
し
近
藤
一
成
や
金
栄
済
に
よ
る
と
、
実
際
に
は
密
州
航
路
の
場
合
で
も
、
板
橋
鎮
〜
開
封
間
の
往
来
に
は
水
路
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

61
（

。
す
な
わ
ち
、
開
封
〜
楚
州
間
に
お
い
て
明
州
航
路
の
場
合
と
同
様
に
汴
河
・
淮
河
を
利
用
す
る
。
そ
し
て

楚
州
〜
海
州
間
を
、
淮
河
と
沿
岸
海
路
を
通
じ
る
か
（
近
藤
）、
運
河
（
運
塩
河
＝
官
河
）
を
利
用
し
て
（
金
）、
往
来
す
る
。
ま
た
海
州

〜
板
橋
鎮
間
は
沿
岸
海
路
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
密
州
航
路
利
用
の
場
合
は
陸
路
で
開
封
に
往
来
す
る
と
い
う
史
料
Ｆ
の

記
述
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

陸
路
の
困
難
も
絶
対
の
障
害
で
は
な
く
、
当
事
者
が
負
担
を
甘
受
す
る
か
否
か
の
選
択
に
か
か
る
相
対
的
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
高
麗

使
・
宋
使
と
も
に
一
〇
世
紀
〜
一
一
世
紀
前
半
に
は
基
本
的
に
登
州
経
由
で
相
互
に
往
来
し
た
の
で
あ
り
、
登
州
〜
開
封
間
の
移
動
は
主

に
陸
路
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

高
麗
側
の
記
録
に
よ
る
と
、
一
一
世
紀
後
半
の
通
使
再
開
時
に
も
、
当
初
は
登
州
航
路
に
よ
る
渡
宋
を
企
図
し
た
よ
う
で
あ
る）

62
（

。
過
去

の
慣
行
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
宝
慶
四
明
志
』
に
は
、
高
麗
側
は
泉
州
（
現
・
福
建
省
泉
州
市
）
へ
の
入
港
を

検
討
し
た
と
も
あ
る）

63
（

。
南
宋
期
の
地
方
志
が
高
麗
の
内
情
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
伝
え
て
い
る
か
は
疑
問
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
地
理
的
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に
み
て
か
か
る
迂
回
路
は
現
実
的
で
は
な
い
。
結
局
、
宋
側
は
明
州
な
い
し
潤
州
へ
の
航
路
を
指
定
ま
た
は
推
奨
し
、
高
麗
側
も
最
終
的

に
は
明
州
航
路
を
通
じ
て
遣
使
を
実
施
す
る
。
た
だ
泉
州
入
港
の
検
討
が
事
実
だ
と
し
て
も
、
東
シ
ナ
海
の
横
断
に
は
明
州
航
路
を
利
用

す
る
は
ず
な
の
で）

64
（

、
そ
の
場
合
、
高
麗
側
も
最
初
か
ら
こ
の
航
路
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

あ
る
い
は
初
回
時
に
は
宋
側
の
提
案
が
決
定
的
要
因
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
復
交
後
二
回
目
の
遣
使
に
お
い
て
、
高
麗
は
契
丹

か
ら
航
路
を
遠
ざ
け
る
と
の
名
目
で
明
州
航
路
を
選
択
し（
史
料
Ａ
）、以
後
こ
れ
が
標
準
と
な
る
。そ
の
背
景
に
は
江
南
に
対
す
る
経
済
・

文
化
的
欲
求
も
想
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
第
三
の
理
由
と
し
て
、
前
掲
史
料
Ｃ
で
は
北
路
を
利
用
す
る
際
の
技
術
的
困
難
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
登
州
航
路
は
沙
堆
が
あ
っ
て
航
行
が
難
し
い
た
め
に
放
棄
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る）

65
（

。

　

た
だ
前
代
ま
で
の
朝
中
間
海
上
通
交
の
実
績
（
後
述
）、
ま
た
元
代
の
海
運
か
ら
清
代
の
沙
船
に
い
た
る
後
代
の
実
績
か
ら
み
て
、
山

東
半
島
北
岸
水
域
が
一
一
世
紀
後
半
に
の
み
純
粋
に
自
然
要
因
だ
け
で
使
用
不
能
に
陥
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
使
用
困
難
が
事
実
だ
と

す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
船
舶
運
航
の
習
熟
度
の
問
題
だ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
次
の
『
高
麗
図
経
』
巻
三
四
・
海
道
・
黄
水
洋
の
記

事
に
よ
る
と
、
沙
堆
の
危
険
は
南
路
の
黄
水
洋
（
江
蘇
沖
）
に
も
存
在
し
た
が
、
こ
ち
ら
で
は
通
船
を
実
現
し
て
い
る
。

Ｌ　

 

黄
水
洋
は
沙
尾
で
あ
る
。
そ
の
水
は
濁
り
、
か
つ
浅
い
。
船
員
が
い
う
に
は
、
そ
の
沙
は
西
南
か
ら
き
て
海
中
に
一
〇
〇
〇
里
あ
ま

り
に
わ
た
っ
て
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
黄
河
が
海
に
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
航
海
し
て
こ
こ
に
い
た
る
と
鶏

と
黍
で
沙
を
祀
る
。
と
い
う
の
も
、
代
々
航
海
で
沙
に
遭
遇
し
て
被
害
を
う
け
た
者
が
多
く
、
そ
こ
で
溺
死
者
の
魂
を
祭
る
の
で
あ

る
。
中
国
か
ら
高
麗
に
赴
く
際
、
明
州
航
路
だ
け
が
こ
こ
を
経
由
す
る
。
も
し
登
州
・
板
橋
か
ら
渡
航
す
れ
ば
、
こ
れ
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
。（
黄
水
洋
、
即
沙
尾
也
。
其
水
渾
濁
且
浅
。
舟
人
云
、
其
沙
自
西
南
而
来
、
横
於
洋
中
千
餘
里
。
即
黄
河
入
海
之
処
。
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舟
行
至
此
、
則
以
鶏
黍
祀
沙
。
蓋
前
後
行
舟
、
遇
沙
多
有
被
害
者
。
故
祭
其
溺
死
之
魂
云
。
自
中
国
適
句
驪
、
唯
明
州
道
、
則
経
此
。

若
自
登
州
・
版
（
マ
マ
）橋
以
済
、
則
可
以
避
之
）

　

航
路
上
の
沙
堆
の
状
態
に
つ
い
て
知
識
を
持
ち
、
こ
れ
を
回
避
す
る
す
べ
を
心
得
て
お
れ
ば
、
一
定
の
航
行
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
登
州
港
は
一
〇
四
〇
年
代
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
慶
暦
編
勅
」
に
よ
り
宋
国
内
で
も
利
用
が
禁
じ
ら
れ）

66
（

、
高
麗
と
の
使
船
の
運
航

に
関
し
て
は
約
四
〇
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ
て
い
た
。
密
航
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
宋
国
内
で
の
港
湾
封
鎖
で
あ
る
以
上
、
宋
側
が

直
接
管
理
で
き
な
い
国
外
渡
航
先
の
制
限
が
空
文
化
し
た
（
後
述
）
の
と
は
異
な
り
、
こ
の
方
面
で
の
通
船
が
実
際
そ
れ
な
り
に
抑
制
さ

れ
、
い
ざ
使
船
の
運
航
を
再
開
す
る
際
、
少
な
く
と
も
政
府
レ
ベ
ル
で
航
路
状
況
へ
の
対
応
に
不
透
明
な
部
分
が
あ
っ
た
可
能
性
は
、
あ

な
が
ち
否
定
で
き
な
い
。

　

論
者
の
な
か
に
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
七
・
後
梁
紀
・
太
祖
開
平
三
年
（
九
〇
九
）
九
月
辛
亥
に
登
州
・
莱
州
に
入
貢
す
る
使
船

の
四
、
五
割
が
遭
難
し
た
と
あ
る
記
事
を
あ
げ
、
北
路
の
危
険
性
を
強
調
す
る
者
も
い
る）

67
（

。
し
か
し
こ
れ
は
福
建
の
閩
王
が
後
梁
に
送
っ

た
使
船
の
話
で
あ
る
。
福
建
か
ら
山
東
半
島
北
岸
に
い
た
る
長
い
沿
岸
航
路
を
問
題
と
し
て
お
り
、
個
別
の
遭
難
地
点
は
不
明
で
あ
る
。

一
方
、
姚
寛
『
西
渓
叢
語
』
巻
下
で
は
両
浙
か
ら
密
州
や
登
州
に
む
か
う
際
の
「
北
洋
」
航
路
の
危
険
を
説
く
。
こ
の
場
合
、
主
に
江
蘇

沖
を
通
過
す
る
密
州
ま
で
の
航
路
は
北
路
に
含
ま
れ
ず
、
こ
の
部
分
が
登
州
へ
の
航
路
と
も
共
通
す
る
問
題
水
域
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
記
事
か
ら
確
実
に
い
え
る
の
は
北
路
の
危
険
性
で
は
な
く
、そ
の
南
方
で
江
南
か
ら
華
北
に
ま
た
が
る
沿
岸
航
路
の
危
険
で
あ
る
。

水
深
の
関
係
で
江
南
沿
海
で
は
尖
底
船
が
活
躍
す
る
の
に
対
し
、
北
方
で
は
平
底
船
が
主
軸
に
な
る
と
い
う
航
海
条
件
の
違
い
、
と
り
わ

け
江
蘇
沖
で
は
沙
堆
の
危
険
が
多
い
こ
と
に
関
係
し
よ
う
。
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記
録
に
み
え
る
一
〇
〜
一
二
世
紀
の
高
麗
・
宋
使
船
の
漕
難
件
数
を
み
る
と
、
南
路
三
〜
五
回
、
北
路
四
〜
六
回
と
な
り
（
最
大
値
は

入
港
予
定
地
に
順
調
に
到
着
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
を
含
め
た
場
合）

68
（

）、
同
程
度
で
あ
る
。
現
代
の
観
測
デ
ー
タ
を
み
る
と）

69
（

、
風
力
六
以

上
の
強
風
の
発
生
頻
度
は
、
南
路
付
近
で
は
一
月
で
三
五
％
、
七
月
で
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
路
付
近
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
六
％
、
七
％

で
あ
る
。
ま
た
風
浪
階
級
六
以
上
の
発
生
頻
度
は
、
南
路
付
近
で
は
一
月
で
一
〇
％
、
八
月
で
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
北
路
付
近
で
は

そ
れ
ぞ
れ
八
％
、
一
％
で
あ
る
。
う
ね
り
階
級
六
以
上
の
発
生
頻
度
は
、
南
路
付
近
で
は
一
月
で
一
〇
％
、
八
月
で
一
四
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
北
路
付
近
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
％
、
〇
％
で
あ
る
。
風
と
波
浪
に
関
す
る
限
り
、
北
路
は
南
路
よ
り
全
体
的
に
穏
や
か
な
環
境
と

い
え
よ
う
。

　

確
か
に
山
東
半
島
沿
岸
は
岩
礁
が
多
く
、
海
岸
海
底
地
形
が
険
し
い
た
め
、
沿
岸
航
行
に
一
定
の
難
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う）

70
（

。

ま
た
船
舶
運
航
の
精
度
・
安
全
性
に
は
人
間
側
の
諸
条
件
が
関
わ
る
の
で
、
遭
難
原
因
を
自
然
条
件
の
み
か
ら
論
じ
る
の
も
適
当
で
は
な

い
。
北
路
に
お
け
る
使
船
の
船
体
と
船
員
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
一
般
論
と
し
て
平
底
船
が
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
は

じ
め
、
南
路
の
そ
れ
と
は
質
が
異
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
が
ど
う
で
あ
れ
、
一
〇
世
紀
後
半
〜
一
一
世
紀
前
半
の
高
麗
と
宋
の
通
使
で
は
も
っ
ぱ
ら
北
路
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は

新
羅
・
唐
間
の
通
使
、
張
保
皐
に
代
表
さ
れ
る
新
羅
人
の
通
商
活
動
、
高
麗
最
初
期
の
華
北
五
代
政
権
と
の
通
交
な
ど
、
前
時
代
、
と
り

わ
け
統
一
新
羅
以
降
の
朝
中
間
海
上
通
交
の
実
績
が
北
路
に
お
い
て
営
々
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
流
れ
を
う
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
る）

71
（

。

　

と
こ
ろ
が
宋
は
通
使
再
開
後
、
官
員
を
派
遣
し
て
登
州
・
密
州
の
航
路
状
況
を
調
べ
、
北
路
に
よ
る
使
船
運
航
の
可
能
性
を
探
っ
て
い

る）
72
（

。
楊
景
略
を
密
州
航
路
で
派
遣
し
た
の
は
そ
の
成
果
だ
が
、
逆
に
い
う
と
、
こ
の
段
階
で
宋
政
府
は
北
路
の
状
況
を
明
確
に
把
握
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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密
州
板
橋
鎮
は
登
州
の
閉
港
直
前
に
開
か
れ
、登
州
に
か
わ
り
山
東
方
面
の
拠
点
港
と
な
っ
た
新
興
港
で
あ
る）

73
（

。そ
の
後
神
宗
代
末（
一

〇
八
〇
年
代
前
半
）
に
は
じ
め
て
国
際
港
と
し
て
史
料
上
に
浮
上
し
、
一
〇
八
八
年
に
は
市
舶
司
が
置
か
れ
る）

74
（

。
だ
が
一
一
一
四
年
に
は

「
蕃
舶
」「
海
南
舟
船
」
の
来
航
が
禁
じ
ら
れ）

75
（

、
宋
に
お
け
る
貿
易
港
と
し
て
の
成
長
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
新
た

な
使
船
航
路
の
利
用
は
実
験
的
試
み
だ
っ
た
が
、
楊
景
略
の
派
遣
は
実
の
と
こ
ろ
難
渋
し
た
。
出
航
後
二
船
は
登
州
に
漂
着
、
別
船
は
は

る
か
南
方
の
明
州
に
漂
着
し
、
そ
れ
ら
の
場
所
か
ら
再
渡
航
を
試
み
た）

76
（

。
王
力
軍
は
こ
の
事
故
が
密
州
航
路
を
放
棄
す
る
要
因
と
な
っ
た

可
能
性
を
指
摘
す
る
が）

77
（

、
前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
当
の
楊
景
略
一
行
が
帰
路
に
は
南
路
を
利
用
し
た
疑
い
が
あ
る）

78
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
通
使
再
開
時
の
北
路
は
、
か
つ
て
乗
り
こ
え
て
き
た
登
州
航
路
の
安
全
上
の
ハ
ー
ド
ル
が
相
対
的
に
高
い
も
の
と
な

り
、
新
興
の
密
州
航
路
も
確
実
性
を
欠
き
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
南
路
に
関
し
て
は
北
路
の
よ
う
な
不
安
定
さ
が
史
料
に
現
れ
な
い
。
朝
鮮
半
島
と
江
南
を
結
ぶ
南
路
に
は
、
す
で
に
九
世
紀
以

来
の
民
間
貿
易
や
、
唐
や
五
代
十
国
時
代
の
呉
越
・
閔
・
南
唐
と
の
通
交
で
継
続
的
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
伝
統
が
あ
る）

79
（

。
宋
代
に

は
泉
州
・
明
州
な
ど
江
南
の
漢
人
海
商
が
中
心
と
な
り
、
一
〇
世
紀
末
に
市
舶
司
の
置
か
れ
た
明
州
を
主
な
窓
口
と
し
て
活
発
な
高
麗
貿

易
が
展
開
さ
れ
た）

80
（

。
宋
は
一
〇
四
〇
年
代
か
ら
七
九
年
ま
で
公
的
に
は
高
麗
渡
航
を
禁
じ
た
が
、
こ
の
間
も
宋
商
の
高
麗
来
航
は
と
ぎ
れ

て
い
な
い）

81
（

。
そ
れ
ら
の
宋
商
で
出
身
が
判
明
す
る
者
は
数
が
限
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
江
南
で
あ
り）

82
（

、
南
路
で
の
貿
易
が
続
い
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。『
長
編
』
巻
二
九
六
・
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
正
月
丙
子
で
は
、
明
州
に
お
け
る
高
麗
貿
易
の
解
禁
に
関
し
て
、「
こ

れ
以
前
、
私
的
に
高
麗
と
交
易
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
が
、
根
絶
で
き
な
か
っ
た
（
先
是
、
禁
私
販
高
麗
者
、
然
不
能
絶
）」
と
記
す
。
要

は
南
路
で
の
需
要
に
応
じ
た
実
態
追
認
措
置
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
こ
れ
に
先
だ
ち
両
国
の
通
使
再
開
交
渉
を
仲
介
し
た
の
は
、
南

路
で
活
動
す
る
福
建
海
商
だ
っ
た）

83
（

。
ま
た
『
長
編
』
巻
三
〇
二
・
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
正
月
己
丑
の
注
に
ひ
く
『
宋
朝
要
録）

84
（

』
の
記
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事
に
は
、「〔
通
使
再
開
以
前
〕
か
ね
て
高
麗
人
は
決
ま
っ
て
明
州
を
訪
れ
て
交
易
を
し
た
（
初
麗
国
人
常
至
明
州
商
販
）」
と
あ
る
。

　

市
舶
司
港
で
は
政
府
が
博
買
・
抽
解
等
を
実
施
す
る
た
め
、
一
見
商
人
に
は
不
利
な
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
権
力
を
相
手
と
す
る

一
括
大
量
取
引
と
、
権
力
の
保
護
下
に
お
け
る
取
引
の
安
全
性
か
ら
、
商
業
利
潤
を
確
保
す
る
う
え
で
海
商
が
そ
こ
を
ハ
ブ
と
し
て
活
動

す
る
積
極
的
動
機
が
生
じ
て
い
た）

85
（

。
こ
れ
に
加
え
、
宋
が
商
船
に
対
し
て
運
航
規
制
（
出
航
許
可
制
、
積
荷
検
査
等
）
を
か
け
て
い
る
以

上
、
事
業
の
安
定
の
た
め
に
は
合
法
性
を
一
定
に
確
保
な
い
し
仮
装
す
る
必
要
も
あ
る
。
合
法
性
の
仮
装
に
つ
い
て
は
、『
蘇
軾
文
集
』

巻
三
一
・
乞
禁
商
旅
過
外
国
状
に
み
え
る
渡
航
先
の
虚
偽
申
告
例
が
参
考
に
な
る
。

Ｍ　

 

商
人
王
応
昇
等
が
高
麗
国
へ
の
渡
航
許
可
証
を
不
正
に
申
請
し
、
そ
の
う
え
で
出
航
し
て
大
遼
国
に
入
り
貿
易
を
お
こ
な
っ
た
。（
有

商
客
王
応
昇
等
、
冒
請
往
高
麗
国
公
憑
、
却
発
船
入
大
遼
国
買
売
）

　

右
は
高
麗
渡
航
を
詐
称
し
て
契
丹
に
赴
い
た
海
商
の
例
だ
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
手
法
は
渡
航
禁
止
期
の
高
麗
貿
易
に
通
じ
る
と
お
も
わ

れ
る
。
商
船
は
日
本
な
ど
認
可
国
へ
の
渡
航
を
名
目
と
し
て
市
舶
司
港
を
出
航
し
、
実
際
に
は
高
麗
に
赴
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
当
時
の
市
舶
司
制
度
の
も
と
で
は
、
い
っ
た
ん
港
を
出
た
後
の
船
舶
の
動
き
を
統
制
す
る
す
べ
は
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
南
路
と
そ
の
周
辺
に
は
、
そ
こ
で
の
航
海
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
船
舶
・
熟
練
船
員
と
い
う
物
的
・
人
的
資
源
と
が
、
と
ぎ
れ
る
こ

と
な
く
継
承
、
集
積
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

通
使
再
開
後
の
南
路
を
通
じ
た
使
船
の
運
航
に
際
し
、
宋
側
で
は
福
建
・
両
浙
に
お
い
て
民
間
船
を
「
客
舟
」
と
し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
い
た
。
当
然
、
船
員
と
あ
わ
せ
て
の
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
高
麗
図
経
』
巻
三
四
・
海
道
・
客
舟
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
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い
る
。

Ｎ　

 
旧
例
と
し
て
、
朝
廷
が
遣
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
前
も
っ
て
福
建
・
両
浙
監
司
に
委
任
し
て
客
舟
を
雇
募
さ
せ
る
。
ま
た
明
州
に

〔
客
舟
を
〕
装
飾
さ
せ
、
神
舟
と
お
お
む
ね
同
様
に
す
る
。
体
裁
は
整
っ
て
い
る
が
格
は
落
ち
る
。（
旧
例
、
毎
因
朝
廷
遣
使
、
先
期

委
福
建
・
両
浙
監
司
、
顧
募
客
舟
。
復
令
明
州
装
飾
、
略
如
神
舟
。
具
體
而
微
）

　

同
条
で
の
説
明
に
よ
る
と
、「
客
舟
」
は
全
長
三
〇
ｍ
ク
ラ
ス
の
尖
底
ジ
ャ
ン
ク
船
で
あ
り
、
当
時
江
南
で
国
際
貿
易
に
従
事
す
る
商

船
と
し
て
一
般
的
な
規
格
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
使
船
団
の
旗
艦
的
存
在
と
し
て
は
、
政
府
が
使
船
専
用
に
建
造
さ
せ
た
「
神
舟
」
が
あ

り
、「
客
舟
」
の
三
倍
の
積
載
量
を
も
つ
大
型
船
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
外
国
に
対
す
る
示
威
を
目
的
と
し
た
〝
見
世
船
〞
と
し
て
の

性
格
が
あ
り
、
実
際
の
航
海
に
お
け
る
主
力
は
ふ
だ
ん
か
ら
扱
い
に
習
熟
し
実
用
性
に
優
れ
た
「
客
舟
」
の
ほ
う
だ
っ
た
よ
う
だ）

86
（

。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
運
航
責
任
者
は
高
麗
へ
の
航
路
に
通
じ
た
海
商
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
南
路
の
事
例
と
は
限
ら
な
い
が
、『
長
編
』
巻

三
六
九
・
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
閏
二
月
丙
午
に
は
、「
高
麗
国
王
」
を
「
祭
奠
・
弔
慰
」
す
る
使
者
の
「
舟
船
」
を
「
管
勾
」
し
た
「
客

人
」（
商
人
）
と
し
て
虞
際
・
盛
崇
・
李
元
積
の
名
が
あ
が
る）

87
（

。
こ
の
う
ち
李
元
積
（
李
元
績
）
は
高
麗
来
航
の
宋
商
と
し
て
他
の
記
録

に
も
登
場
し
、と
り
わ
け
高
麗
僧
義
天
と
杭
州
在
住
の
僧
浄
源
の
文
通
を
仲
介
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る）

88
（

。『
高
麗
史
』巻
一
二
・
粛
宗
世
家
・

八
年
（
一
一
〇
三
）
二
月
己
巳
に
、「
宋
の
明
州
教
練
使
張
宗
閔
・
許
従
ら
が
綱
首
楊
炤
等
三
八
人
と
と
も
に
来
朝
し
た
（
宋
明
州
教
練

使
張
宗
閔
・
許
従
等
、
与
綱
首
楊
炤
等
三
十
八
人
来
朝
）」
と
あ
る
の
も
、
明
州
教
練
使
が
「
綱
首
」（
海
商
）
の
船
で
到
来
し
た
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
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高
麗
側
も
、
遣
使
再
開
後
の
南
路
航
海
で
は
も
っ
ぱ
ら
宋
海
商
の
船
舶
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

89
（

。『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
五
・

論
高
麗
買
書
利
害
箚
子
（
第
一
）
に
は
、「〔
さ
き
に
高
麗
渡
航
を
禁
じ
た
が
〕
と
こ
ろ
が
い
ま
や
っ
て
き
た
高
麗
使
は
福
建
商
人
徐
積
の

船
に
便
乗
し
て
入
貢
し
た
（
今
来
高
麗
使
却
搭
附
閩
商
徐
積
舶
船
入
貢
）」
と
あ
る
。
ま
た
南
宋
初
の
事
例
だ
が
、
黄
彦
平
『
三
余
集
』

巻
三
・
又
箚
子
に
、「
明
州
の
申
に
、
高
麗
人
金
稚
圭
・
劉
待
挙
ら
が
商
船
に
便
乗
し
て
本
州
に
到
着
し
た
件
が
あ
る
（
明
州
申
、
有
高

麗
人
金
稚
圭
・
劉
待
挙
等
附
舶
到
州
事
）」
と
あ
る
。
一
〇
七
三
年
に
宋
は
明
州
に
命
じ
て
水
先
案
内
人
（
諳
識
海
道
人
）
を
高
麗
に
派

遣
し
、
使
者
を
引
導
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
が）

90
（

、
こ
れ
も
実
質
的
に
宋
側
の
海
商
が
高
麗
使
船
の
運
航
に
あ
た
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

高
麗
製
の
船
舶
は
宋
人
か
ら
み
て
航
洋
性
能
に
劣
る
も
の
だ
っ
た
。
南
宋
期
の
記
録
だ
が
、
呉
潜
『
許
国
公
奏
議
』
巻
三
・
奏
暁
諭
海

寇
復
為
良
民
及
関
防
海
道
事
宜
で
は
、〝
高
麗
に
は
造
船
に
適
し
た
「
松
杉
木
」
が
な
く
、「
雑
木
」
を
使
用
す
る
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
「
釘

鉄
」（
鉄
釘
）
を
用
い
な
い
。
そ
の
た
め
そ
の
船
舶
は
「
近
境
」
へ
往
来
す
る
の
み
で
、「
鯨
海
」（
大
洋
）
を
越
え
ら
れ
な
い
〞
と
す
る
。

こ
れ
は
限
ら
れ
た
知
見
に
よ
る
は
ず
で
、
正
確
性
に
問
題
も
あ
ろ
う）

91
（

。
た
だ
高
麗
船
の
来
航
が
活
発
な
ら
ば
こ
の
よ
う
に
は
述
べ
な
い
は

ず
で
、
一
定
の
実
情
を
反
映
す
る
と
み
て
よ
い
。
確
か
に
朝
鮮
半
島
西
岸
で
発
見
さ
れ
た
高
麗
船
の
実
物
を
み
る
限
り
、
う
ね
り
の
高
い

沖
合
の
航
行
に
は
不
向
き
な
浅
喫
水
の
平
底
船
だ
っ
た
よ
う
だ）

92
（

。
黄
海
北
部
な
ど
比
較
的
波
お
だ
や
か
な
水
域
や
短
距
離
航
海
で
は
利
用

可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
東
シ
ナ
海
の
只
中
を
お
し
わ
た
る
よ
う
な
航
海
に
は
む
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
運
航
担
当
者
の
能
力
で
船

体
の
不
利
を
カ
バ
ー
で
き
る
面
も
あ
ろ
う
か
ら
、
漂
流
以
外
に
意
志
を
も
っ
て
南
路
を
わ
た
っ
た
高
麗
船
が
皆
無
だ
っ
た
と
は
断
定
し
な

い
。
た
だ
漢
人
海
商
の
尖
底
ジ
ャ
ン
ク
船
が
こ
の
航
路
の
主
力
で
あ
り
、
基
本
的
に
こ
れ
が
使
船
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
学
の
指
摘
ど

お
り
だ
ろ
う
。

　
『
高
麗
図
経
』
巻
三
四
か
ら
巻
三
九
に
か
け
て
お
さ
め
ら
れ
た
「
海
道
」
で
は
、
一
一
二
三
年
に
南
路
を
通
じ
て
高
麗
に
渡
航
し
た
宋
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使
路
允
迪
一
行
の
航
程
を
記
録
し
て
い
る
。
筆
者
は
さ
き
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
歴
史
地
理
的
分
析
を
加
え
た
が
、
そ
こ
か
ら
浮

か
び
あ
が
っ
て
き
た
の
は
、
そ
の
運
航
担
当
者
の
南
路
航
海
に
対
す
る
習
熟
度
の
高
さ
、
安
定
感
で
あ
る）

93
（

。

　

朝
鮮
半
島
沿
海
に
お
い
て
こ
の
宋
使
船
は
往
路
と
復
路
と
で
ほ
ぼ
同
一
の
経
路
を
往
来
し
て
お
り
、
そ
れ
は
黒
山
（
大
黒
山
島
）
を
通

過
す
る
際
に
は
そ
の
西
方
を
通
過
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
に
も
お
よ
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
大
き
な
潮
汐
、
強
い

潮
流
、
複
雑
な
海
岸
海
底
地
形
と
い
う
悪
条
件
を
と
も
な
う
朝
鮮
半
島
西
方
沿
海
に
お
い
て
、
半
日
あ
た
り
一
〇
〇
㎞
に
達
し
、
時
に
は

こ
れ
を
超
え
る
高
速
航
行
、
さ
ら
に
は
夜
間
航
行
を
も
実
現
し
た
。
中
国
側
の
舟
山
群
島
水
域
で
は
往
路
と
復
路
と
で
東
西
に
異
な
る
経

路
を
た
ど
っ
た
が
、
こ
れ
も
意
図
的
な
操
船
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
洋
の
横
断
に
も
実
質
四
、
五
日
を
要
し
た
だ
け
で
、
舟
山
群
島

水
域
と
朝
鮮
南
西
沿
海
の
黒
山
諸
島
水
域
と
を
結
ぶ
一
定
の
航
路
が
確
立
し
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
航
海
を
可
能
に
し
た
の
は
、
船

体
そ
の
も
の
の
性
能
と
こ
れ
を
意
図
に
し
た
が
っ
て
操
る
技
術
の
高
さ
に
加
え
、か
か
る
操
船
意
図
の
前
提
と
し
て
、ラ
ン
ド
マ
ー
ク（
あ

て
山
）
の
知
識
と
羅
針
盤
（
指
南
針
）・
天
文
観
測
と
を
駆
使
し
た
針
路
法
、
そ
し
て
経
由
水
域
の
自
然
条
件
（
海
況
、
気
象
、
海
岸
海

底
地
形
な
ど
）
に
対
す
る
詳
細
な
知
識
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

中
間
寄
港
地
の
パ
タ
ー
ン
化
も
航
路
の
安
定
を
示
し
て
お
り
、
梅
岑
（
普
陀
山
）、
黒
山
（
大
黒
山
島
）、
竹
島
（
鞍
馬
島
）、
苦
苫
苫
（
蝟

島
）、
群
山
島
（
古
群
山
島
）、
馬
島
（
安
興
半
島
）、
紫
燕
島
（
永
宗
島
）、
蛤
窟
（
江
華
島
）
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
両
国
の

官
民
が
現
地
で
応
接
体
制
を
整
え
て
い
た
こ
と
も
関
係
す
る
。
高
麗
で
は
政
府
が
群
山
島
、
馬
島
、
紫
燕
島
に
客
館
を
置
き
、
官
員
を
派

遣
し
て
迎
接
に
あ
た
ら
せ
た
。
民
間
で
も
宋
船
が
臨
時
に
寄
港
す
る
島
を
含
め
、
住
民
た
ち
が
物
々
交
換
の
形
で
水
等
の
補
給
機
会
を
提

供
し
て
い
た
。
さ
ら
に
宋
使
船
が
黒
山
に
い
た
る
と
、
高
麗
側
で
は
沿
岸
各
所
に
烽
火
を
と
も
し
て
そ
の
到
来
を
報
じ
る
と
同
時
に
、
こ

れ
が
船
を
導
く
灯
台
に
も
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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航
海
中
に
は
南
路
上
の
所
定
の
場
所
で
、
航
海
安
全
の
た
め
祈
祷
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
技
術
未
発
達
の
時
代
、
生
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
航
海
者
が
精
神
の
安
定
を
得
る
「
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」（
藤
田
明
良
の
造
語
に
よ
る
）
の
た
め
に
必
要
な
航
海
技
術

の
一
つ
で
あ
る
。
中
国
側
で
は
定
海
に
お
い
て
東
海
龍
王
、
沈
家
門
に
お
い
て
岳
瀆
主
治
之
神
、
梅
岑
に
お
い
て
霊
感
観
音
が
対
象
と
な

り
、
黄
水
洋
で
祀
沙
（
浅
堆
回
避
祈
願
）
が
実
施
さ
れ
た
が
、
船
員
の
祈
り
は
群
山
島
の
五
龍
廟
、
蛤
窟
の
龍
祠
な
ど
朝
鮮
半
島
の
廟
祠

に
も
捧
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
江
南
か
ら
朝
鮮
半
島
西
岸
に
お
よ
ぶ
南
路
全
域
が
彼
ら
の
慣
れ
親
し
ん
だ
ル
ー
テ
ィ
ン
の
活
動

舞
台
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
高
麗
図
経
』
に
記
さ
れ
た
南
路
航
海
を
支
え
る
知
識
・
技
術
と
イ
ン
フ
ラ
は
、
あ
く
ま
で
一
二
世
紀
初
の
状
況
だ
が
、
こ
う
し
た
も

の
は
一
朝
一
夕
に
生
ま
れ
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
官
員
派
遣
に
よ
る
使
者
の
迎
接
は
国
家
間
の
通
交
復
活
後
に
形
成
さ
れ
た
体
制
だ

が
、
そ
れ
以
外
の
事
項
は
少
な
く
と
も
九
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
通
商
を
中
心
と
し
た
南
路
航
海
の
歴
史
の
な
か
で
、
中
国
側
・
朝
鮮
側
双

方
の
関
係
者
の
協
業
の
結
果
と
し
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
て
き
た
も
の
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

高
麗
・
宋
両
政
府
に
と
っ
て
は
、使
船
の
往
来
が
長
年
途
切
れ
る
な
か
で
状
況
が
不
確
か
に
な
っ
た
北
路
を
あ
え
て
再
興
す
る
よ
り
も
、

長
い
伝
統
と
実
績
の
も
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
と
物
的
・
人
的
資
源
が
継
続
し
て
維
持
、
蓄
積
さ
れ
、
現
に
安
定
し
て
機
能
し
て
い
る
南
路
の
基

盤
に
便
乗
す
る
ほ
う
が
、
船
舶
と
船
員
を
調
達
し
、
政
府
要
員
を
相
手
国
へ
確
実
に
往
来
さ
せ
る
に
は
よ
り
効
率
的
だ
っ
た
―
―
少
な
く

と
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
―
―
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
使
船
の
運
航
が
再
開
さ
れ
、
南
路
で
の
経
験
と
運
航
支
援
体
制
が
さ
ら
に

充
実
し
て
い
け
ば
、
こ
れ
が
い
っ
そ
う
選
好
さ
れ
る
と
い
う
循
環
を
生
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
後
に
板
橋
鎮
が
使
船
の
た
め
に
開
港
さ
れ
て
も
、

そ
の
利
用
は
僅
少
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
南
路
に
お
い
て
も
黄
水
洋
（
江
蘇
沖
）
の
沙
堆
は
大
き
な
障
害
で
あ
り
、

そ
れ
を
避
け
る
に
は
北
路
が
有
利
で
あ
る
こ
と
も
承
知
さ
れ
て
い
た
（
史
料
Ｌ
）。
そ
れ
で
も
南
路
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
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こ
の
航
路
に
対
す
る
信
頼
感
、
あ
る
い
は
習
慣
性
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

　

宋
国
内
の
移
動
に
関
し
て
も
、
物
流
大
動
脈
と
し
て
発
展
を
と
げ
た
開
封
・
江
南
間
の
内
陸
水
路
を
利
用
し
た
ほ
う
が
マ
ン
パ
ワ
ー
と

必
要
物
資
の
調
達
、
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
よ
り
好
都
合
で
あ
る
。
ま
た
近
藤
一
成
は
、
使
船
の
〝
誘
致
〞
と
海
商
の
利
害
と
の
関
係
に

も
注
意
を
は
ら
っ
て
い
る）

94
（

。
使
船
の
〝
誘
致
〞
が
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
の
海
商
に
も
た
ら
す
利
得
の
具
体
的
内
容
は
必
ず
し
も
明
瞭

で
は
な
い
が
、
か
り
に
軍
配
の
あ
が
っ
た
南
路
の
海
商
の
利
害
が
政
府
の
決
定
に
反
映
さ
れ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
意
向
が
一
方
的
に
状

況
を
規
定
し
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
南
路
を
利
用
し
た
場
合
の
諸
々
の
好
条
件
に
対
す
る
政
府
側
の
評
価
が
あ
れ
ば

こ
そ
の
判
断
結
果
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う）

95
（

。

　

む
ろ
ん
以
上
の
こ
と
は
、
北
路
、
特
に
密
州
航
路
の
純
客
観
的
な
い
し
絶
対
的
な
利
用
価
値
の
低
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

れ
が
通
商
路
と
し
て
一
定
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
再
三
言
及
し
て
き
た
。
要
は
政
府
サ
イ
ド
の
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
南
路
は
そ
の
意

味
に
お
い
て
〝
安
全
牌
〞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

少
な
く
と
も
九
世
紀
以
来
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
南
路
は
、
四
〇
年
近
く
に
わ
た
り
使
船
の
往
来
が
中
断
し
た
北
路
に
比
べ
、
一

一
世
紀
後
半
の
段
階
で
よ
り
高
い
安
定
感
と
信
頼
性
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
使
船
運
航
の
実
務
を
担
う
船
舶
と
船

員
の
確
保
に
も
有
利
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
治
的
背
景
、
経
済
・
文
化
上
の
動
機
（
少
な
く
と

も
高
麗
使
に
と
っ
て
）、
ま
た
宋
国
内
移
動
の
利
便
性
に
お
い
て
南
路
が
北
路
よ
り
も
総
合
的
に
劣
位
に
は
な
い

0

0

0

0

0

0

以
上
、
高
麗
使
・
宋
使



高
麗
・
宋
間
に
お
け
る
使
船
航
路
の
選
択
と
そ
の
背
景

― 99 ―

と
も
に
、
よ
り
実
績
の
あ
る
前
者
を
選
択
す
る
傾
向
0

0

が
強
ま
っ
た
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

　

高
麗
・
宋
間
の
外
交
に
つ
い
て
は
、
文
書
・
情
報
伝
達
、
使
船
の
運
航
な
ど
、
仲
介
者
と
し
て
の
海
商
・
商
船
の
活
動
が
下
支
え
し
て

い
た
こ
と
が
、
か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
も
ま
た
、
海
商
の
活
動
が
使
船
の
航
路
選
択
の
前
提
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す

る
こ
と
で
、
当
時
の
国
際
海
上
通
交
に
お
け
る
海
商
の
役
割
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
強
調
す
る
な

ら
ば
、
当
時
の
海
を
越
え
た
国
家
間
外
交
の
実
践
過
程
は
、
単
に
政
治
権
力
が
海
商
を
利
用
し
た
と
い
う
以
上
に
、
そ
も
そ
も
海
商
の
敷

い
た
レ
ー
ル
に
便
乗
し
、
な
い
し
は
こ
れ
を
借
用
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
海
商
た
ち
の
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
側
面
は
、

そ
れ
だ
け
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

1　

関
連
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
高
麗
・
宋
関
係
の
全
体
像
を
通
観
で
き
る
主
要
論
考
と
し
て
以
下
の
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。

丸
亀
﹇
一
九
六
〇
／
六
一
﹈、
全
﹇
一
九
七
四
﹈、
同
﹇
一
九
七
七
﹈、
羅
﹇
一
九
八
四
﹈、
全
﹇
一
九
八
九
﹈、
羅
﹇
一
九
九
五
﹈、
楊
渭
生
﹇
一
九
九
七
﹈、

姜
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
金
渭
顕
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
申
﹇
二
〇
〇
八
﹈。

2　

原
﹇
一
九
九
九
﹈、
山
内
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
榎
本
﹇
二
〇
〇
六
﹈、
原
﹇
二
〇
〇
六
﹈、
榎
本
﹇
二
〇
〇
七
ｂ
﹈、
近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈、
金
栄
済
﹇
二

〇
〇
九
ａ
﹈、
榎
本
﹇
二
〇
一
〇
﹈、
李
鎮
漢
﹇
二
〇
一
一
﹈
参
照
。

3　

航
路
研
究
に
対
す
る
筆
者
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
森
平
﹇
二
〇
一
三
﹈
六
〜
七
頁
、
参
照
。

4　

高
麗
・
宋
間
航
路
に
論
及
し
た
先
行
研
究
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
金
庠
基
﹇
一
九
四
八
﹈、
丸
亀
﹇
一
九
六
〇
﹈、
内
藤
﹇
一
九
六
一
﹈、
宋
﹇
一

九
八
〇
﹈、
王
文
楚
﹇
一
九
八
一
﹈、
全
﹇
一
九
八
九
﹈、
祁
﹇
一
九
九
七
﹈、
李
玉
昆
﹇
一
九
九
七
﹈、
尹
﹇
二
〇
〇
二
﹈、
金
渭
顕
﹇
二
〇
〇
四
﹈、

金
澈
雄
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
姜
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
孫
﹇
二
〇
〇
五
﹈、
申
﹇
二
〇
〇
八
﹈
Ⅴ
、
金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈、
李
錫
炫
﹇
二
〇
一
一
﹈。

5　

史
料
Ｅ
は
南
宋
期
の
明
州
（
当
時
は
慶
元
）
地
方
志
の
記
事
で
あ
り
、
原
文
の
「
来
」「
去
」
は
そ
れ
ぞ
れ
明
州
を
基
点
と
す
る
船
舶
の
動
き
に
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も
み
え
る
が
、
利
用
す
る
風
向
が
逆
に
な
る
。「
風
」
に
方
位
名
を
冠
し
た
語
句
を
そ
の
方
角
に
む
か
っ
て
吹
く
風
と
解
釈
す
れ
ば
意
味
は
通
る
が
、

一
般
的
な
用
語
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
「
来
」「
去
」
を
文
章
の
主
題
で
あ
る
「
高
句
麗
国
」（
高
麗
）
を
基
点
と
す
る
表
現
と
解
釈
し
た
。

6　

当
該
期
の
通
使
全
七
〜
九
例
中（
不
確
実
な
ケ
ー
ス
あ
り
）、関
係
史
料
に
航
路
情
報
が
示
さ
れ
る
の
は
高
麗
使
韓
惟
忠（
一
一
三
三
）、金
稚
規（
一

一
三
六
）
の
二
例
の
み
だ
が
、
い
ず
れ
も
南
路
で
あ
る
。

7　

例
外
と
し
て
一
一
六
四
年
に
も
一
度
だ
け
高
麗
よ
り
遣
使
が
な
さ
れ
て
い
る
（『
高
麗
史
』
巻
一
八
・
毅
宗
世
家
・
一
八
年
（
一
一
六
四
）
三
月

壬
寅
）。

8　

遣
使
情
報
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、『
高
麗
史
』『
宋
史
』
等
の
基
本
史
料
に
関
す
る
丸
亀
﹇
一
九
六
〇
﹈
の
整
理
を
参
照
（
二
〜
九
頁
）。
ま
た
王

応
麟
『
玉
海
』
巻
一
五
四
・
朝
貢
の
記
事
で
は
、
上
記
の
基
本
文
献
に
み
え
な
い
遣
使
情
報
を
伝
え
る
。
す
な
わ
ち
太
平
興
国
六
年
（
九
八
一
）
一

二
月
と
咸
平
七
年
（
一
〇
〇
四
）
一
二
月
に
高
麗
の
朝
貢
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
（
献
方
物
・
建
隆
高
麗
来
貢
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
建
隆
二
年
（
九

六
一
）
三
月
に
宋
か
ら
高
麗
王
へ
下
賜
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
（
錫
予
外
夷
・
淳
化
賜
高
麗
九
経 

祥
符
賜
経
文 

政
和
賜
雅
楽
宝
尊
）
も
遣
使
に
関

連
す
る
疑
い
が
あ
る
。
何
ら
か
の
誤
伝
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
独
自
の
遣
使
事
実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
も
い
ま
の
と
こ
ろ
排
除
で
き
な
い
。

9　

当
該
期
の
航
路
判
明
例
は
せ
い
ぜ
い
全
体
の
四
分
の
一
程
度
だ
が
、
い
ず
れ
も
北
路
に
限
ら
れ
る
。
高
麗
使
は
時
賛
（
九
六
三
。
宋
使
説
あ
り
）、

白
思
柔
（
九
九
一
）、
元
証
衍
（
九
九
三
）、
朱
仁
紹
（
九
九
九
な
い
し
一
〇
〇
〇
）、
尹
徴
古
（
一
〇
一
四
）、
崔
元
信
（
一
〇
一
九
）、
元
頴
（
一

〇
二
〇
）、
金
元
冲
（
一
〇
三
六
）、
宋
使
は
呂
端
（
九
八
八
）、
劉
式
（
九
九
二
）。
ま
た
宋
は
一
〇
一
五
年
に
登
州
の
海
次
に
高
麗
使
接
待
用
の
客

館
を
設
置
し
た
（『
宋
史
』
巻
四
八
七
・
高
麗
伝
・
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
））。

10　
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
一
二
・
霊
通
寺
大
覚
国
師
碑
、「
僊
鳳
寺
大
覚
国
師
碑
」（
崔
鈆
植
編
『
韓
国
金
石
文
集
成
（
23
）
高
麗
7
碑
文
7
（
図
録
篇
）』

（
韓
国
国
学
振
興
院
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
拓
影
）。

11　

呂
﹇
二
〇
〇
三
﹈
六
八
頁
。

12　

王
賽
時
﹇
二
〇
〇
六
﹈
三
三
六
頁
。
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13　

張
照
東
﹇
二
〇
〇
六
﹈
一
五
八
頁
。

14　

劉
﹇
二
〇
〇
七
﹈
二
一
七
頁
。

15　

金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈
二
四
五
頁
。

16　

史
料
Ｂ
で
は
航
路
変
更
を
「
近
年
」
の
動
向
と
し
て
い
る
。
史
料
Ｃ
は
高
麗
文
宗
の
死
亡
情
報
に
付
さ
れ
た
高
麗
国
情
デ
ー
タ
の
一
部
で
あ
り
、

同
時
期
の
情
報
に
も
と
づ
く
可
能
性
が
高
い
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
可
能
性
も
念
の
た
め
留
保
し
て
お
き
た
い
。

17　

な
お
基
本
史
料
文
献
以
外
の
中
国
史
料
の
検
索
に
は
、
張
東
翼
﹇
二
〇
〇
〇
﹈
か
ら
大
い
に
裨
益
し
た
。

18　

筆
者
は
別
稿
で
こ
の
問
題
を
論
じ
た
が（
森
平﹇
二
〇
一
三
﹈二
四
七
〜
二
四
八
頁
）、そ
の
際
は
紙
幅
の
都
合
で
根
拠
デ
ー
タ
を
提
示
で
き
な
か
っ

た
。
本
表
は
そ
の
大
半
を
収
め
る
が
、
一
一
三
〇
年
代
以
降
の
デ
ー
タ
は
除
外
し
て
い
る
の
で
完
全
で
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
に
提
示
す
る
デ
ー
タ
は

前
稿
発
表
後
の
研
究
進
展
を
う
け
て
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
運
航
の
季
節
性
に
関
す
る
結
論
―
―
宋
か
ら
の
出
航
は
五
月
前
後
、
高
麗
か
ら

の
出
航
は
七
〜
九
月
に
集
中
―
―
に
は
全
く
影
響
し
な
い
。

19　

近
年
、
金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈
は
、
通
商
路
と
し
て
江
南
―
密
州
―
高
麗
と
い
う
航
路
が
存
在
し
、
魛
魚
船
の
ご
と
き
宋
の
浅
海
用
平
底
船
と

高
麗
の
平
底
船
が
就
航
し
た
と
主
張
し
た
。
根
拠
事
例
と
し
て
は
、
①
水
深
が
浅
く
南
路
で
使
用
す
る
航
洋
船
が
入
港
し
が
た
い
杭
州
で
雕
造
さ
れ

た
経
板
が
宋
商
船
で
高
麗
に
出
荷
さ
れ
た
こ
と
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
〇
・
論
高
麗
進
奉
状
）、
②
福
建
・
両
浙
の
海
商
が
宋
の
遣
使
情
報
を
高
麗
に

急
報
す
る
名
目
で
「
軽
舟
」（
金
は
魛
魚
船
と
理
解
）
を
仕
立
て
た
こ
と
（『
長
編
』
巻
二
八
九
・
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
五
月
甲
申
）、
③
南
宋

期
の
杭
州
に
「
高
麗
賈
胡
」
の
商
船
が
大
挙
到
来
し
た
こ
と
（
楊
万
里
『
誠
斎
集
』
巻
一
二
〇
・
宋
故
左
丞
相
節
度
使
雍
国
公
贈
太
師
諡
忠
粛
虞
公

神
道
碑
）
を
あ
げ
る
。
金
自
身
は
使
船
に
よ
る
同
航
路
の
利
用
を
想
定
し
な
い
が
、
も
し
か
か
る
事
実
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
江
南
発
着
船
で
も
南

路
利
用
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
金
の
想
定
す
る
航
路
は
、
板
橋
鎮
を
中
継
す
る
物
流
経
路
と
し
て
は
首
肯
で
き
る
が
、
江
南
・
高
麗
間

の
直
接
渡
航
路
と
し
て
は
な
お
証
明
不
足
で
あ
る
。
事
例
①
で
杭
州
は
経
板
製
作
地
と
し
て
言
及
さ
れ
、
船
積
地
と
は
明
示
さ
れ
な
い
。
か
り
に
杭

州
で
船
積
み
し
た
と
し
て
も
、
小
型
船
で
内
陸
水
路
や
沿
岸
航
路
を
通
じ
て
明
州
方
面
に
運
び
、
そ
こ
で
航
洋
船
に
積
み
替
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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こ
れ
は
航
洋
船
が
杭
州
と
の
間
で
貨
客
を
受
け
渡
す
際
の
常
法
で
あ
る
（
成
尋
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
四
月
五
日
、
榎
本
﹇
二

〇
〇
七
ａ
﹈
四
二
頁
、
参
照
）。
ゆ
え
に
①
は
杭
州
か
ら
直
接
高
麗
に
渡
っ
た
小
型
船
の
確
実
な
例
証
に
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
魛
魚
船
は
漕
力
を

主
と
す
る
浅
喫
水
の
小
型
船
で
、
河
川
や
沿
岸
部
で
使
用
さ
れ
た
（
斯
波
﹇
一
九
六
八
﹈
六
一
〜
六
四
頁
、
参
照
）。
か
か
る
船
舶
が
江
南
か
ら
山

東
経
由
で
高
麗
ま
で
の
長
距
離
を
直
接
渡
航
す
る
の
は
、
特
に
事
例
②
の
よ
う
に
急
行
す
る
場
合
、
人
力
面
の
無
理
が
大
き
い
。
ま
た
積
載
量
が
少

な
い
た
め
商
用
で
は
長
距
離
ほ
ど
収
益
率
が
下
が
り
、
特
に
江
南
・
高
麗
間
で
は
こ
の
点
で
有
利
な
南
路
の
大
型
航
洋
船
と
競
合
す
る
の
で
、
積
極

的
運
用
は
想
定
し
に
く
い
。「
軽
舟
」
と
い
え
ば
小
型
船
を
連
想
し
や
す
い
が
、
原
義
は
「
速
い
船
」
で
あ
る
。
事
例
②
の
場
合
も
急
行
船
、
早
船

と
い
う
用
途
を
意
味
す
る
だ
け
で
、
実
体
は
南
路
の
航
洋
船
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
例
③
に
つ
い
て
は
、
商
人
が
高
麗
人
だ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
利
用
船
が
高
麗
船
だ
っ
た
こ
と
を
た
だ
ち
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
こ
の
場
合
は
杭
州
が
舞
台
な
の
で
、
事
例
①
を
参
考
に
す
る
と
、

宋
商
の
航
洋
船
に
相
乗
り
す
る
な
ど
し
て
明
州
方
面
に
来
着
し
た
高
麗
商
人
が
現
地
で
沿
岸
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
乗
り
つ
け
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
こ
れ
は
一
二
世
紀
後
半
の
事
例
な
の
で
、
高
麗
船
が
金
朝
治
下
の
華
北
沿
岸
を
通
っ
て
南
宋
ま
で
多
数
往
来
し
得
た
こ
と
を
証
明
す
る
必

要
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
一
二
〇
年
代
ま
で
の
使
者
が
北
路
を
利
用
す
る
場
合
、
浅
堆
の
多
い
江
蘇
沖
の
航
程
を
加
え
て
わ
ざ
わ
ざ
海
難
の
機
会

を
増
や
さ
ず
と
も
、
は
じ
め
か
ら
密
州
で
出
入
国
す
れ
ば
済
む
（
宋
国
内
移
動
の
便
も
大
差
な
い
―
―
後
述
）。
高
麗
使
が
交
易
上
の
動
機
で
江
南

を
目
指
す
場
合
も
収
益
性
の
高
い
南
路
の
航
洋
船
を
利
用
で
き
る
の
で
（
後
述
）、
あ
え
て
か
か
る
迂
回
路
を
た
ど
る
意
味
は
な
い
。
本
稿
で
は
従

来
ど
お
り
、
特
別
な
状
況
が
判
明
し
な
い
限
り
江
南
発
着
の
使
船
は
南
路
を
利
用
し
た
と
み
な
す
。

20　
『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
〇
・
論
高
麗
進
奉
状
。
な
お
本
稿
で
は
蘇
軾
の
著
作
の
テ
キ
ス
ト
を
張
志
烈
・
馬
徳
富
・
周
裕
鍇
主
編
『
蘇
軾
全
集
校
注
』（
河

北
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
。

21　

金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈
二
四
二
〜
二
四
五
頁
。

22　
『
長
編
』
巻
三
四
九
・
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
一
〇
月
癸
未
。

23　
『
高
麗
史
』
巻
一
〇
・
宣
宗
世
家
・
二
年
（
一
〇
八
五
）
三
月
戊
戌
。
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24　
『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
一
・
乞
禁
商
旅
過
外
国
状
。

25　

蘇
轍
『
欒
城
集
』
巻
四
五
・
乞
裁
損
待
高
麗
事
件
箚
子
、『
長
編
』
巻
四
四
九
・
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）
一
〇
月
癸
丑
。

26　
『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
五
・
論
高
麗
買
書
利
害
箚
子
（
第
一
）、『
長
編
』
巻
四
八
一
・
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
二
月
辛
亥
。

27　

趙
汝
愚
『
宋
名
臣
奏
議
』
巻
一
四
一
・
辺
防
門
・
高
麗
・
上
欽
宗
論
高
麗
人
使
所
過
州
県
之
擾
（
胡
舜
陟
：
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
一
〇
月
）。

28　
『
高
麗
史
』
巻
九
四
・
徐
熙
伝
に
よ
る
と
、
成
宗
一
二
年
（
九
九
三
）、
契
丹
の
侵
攻
軍
指
揮
官
蕭
恒
徳
（
遜
寧
）
は
、
出
兵
理
由
の
一
つ
と
し
て
「
海

を
越
え
て
宋
に
臣
事
し
た
（
越
海
事
宋
）」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
『
高
麗
史
』
巻
八
・
文
宗
世
家
・
一
二
年
（
一
〇
五
八
）
八
月
乙
巳
（
後

掲
史
料
Ｊ
）
に
よ
る
と
、
庚
戌
年
（
一
〇
一
〇
）
に
契
丹
が
高
麗
に
つ
き
つ
け
た
「
問
罪
書
」
で
も
、「
西
方
で
宋
に
往
来
（
西
往
来
於
宋
国
）」
し

て
い
る
こ
と
を
挙
論
し
て
い
る
。

29　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
四
四
〜
四
四
五
頁
。

30　

こ
の
問
題
に
関
す
る
事
件
史
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
金
在
満
﹇
一
九
九
九
﹈
第
四
・
五
章
、
参
照
。

31　
『
長
編
』
巻
二
六
二
・
熙
寧
八
年
（
一
〇
七
五
）
四
月
丙
寅
。

32　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
五
〇
〜
四
五
三
頁
、
参
照
。

33　

蘇
轍
『
欒
城
集
』
巻
四
五
・
乞
裁
損
待
高
麗
事
件
箚
子
、『
長
編
』
巻
四
四
九
・
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）
一
〇
月
癸
丑
。

34　
『
長
編
』
巻
四
五
二
・
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）
一
二
月
乙
未
。

35　

毛
利
﹇
二
〇
〇
九
﹈
二
八
三
頁
。

36　

安
﹇
二
〇
〇
二
﹈
九
二
〜
一
〇
〇
頁
、
参
照
。

37　
『
高
麗
史
』
巻
一
三
・
睿
宗
世
家
・
五
年
（
一
一
一
〇
）
七
月
戊
戌
。

38　

鄭
・
金
﹇
一
九
八
五
﹈
で
は
例
外
的
に
両
国
の
政
治
的
連
携
の
ほ
う
を
重
視
す
る
。

39　

斯
波
﹇
一
九
九
二
﹈、
榎
本
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈
な
ど
参
照
。
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40　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
五
二
〜
四
五
三
頁
、
李
錫
炫
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
。

41　

金
庠
基
﹇
一
九
四
八
﹈、
丸
亀
﹇
一
九
六
一
﹈、
全
﹇
一
九
七
四
﹈、
同
﹇
一
九
七
七
﹈、
宋
﹇
一
九
八
〇
﹈、
倪
・
方
﹇
一
九
八
二
﹈、
羅
﹇
一
九
八
四
﹈、

全
﹇
一
九
八
九
﹈、
羅
﹇
一
九
九
五
﹈、
朴
﹇
一
九
九
六
﹈、
楊
渭
生
﹇
一
九
九
七
﹈、
姜
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
金
渭
顕
﹇
二
〇
〇
四
﹈、
王
力
軍
﹇
二
〇
一
一
﹈

な
ど
。

42　

斯
波
﹇
一
九
六
八
﹈
二
七
一
〜
二
八
五
頁
、
参
照
。

43　
『
宋
史
』
巻
四
七
六
・
李
全
伝
。

44　

宋
代
の
出
版
文
化
に
つ
い
て
は
、
長
澤
﹇
一
九
八
二
﹈
六
一
〜
六
九
頁
、
張
・
程
﹇
二
〇
〇
二
﹈、
周
﹇
二
〇
〇
三
﹈、
楊
玲
﹇
二
〇
一
二
﹈
参
照
。

45　
『
長
編
』
巻
四
三
五
・
元
祐
四
年
（
一
〇
八
九
）
一
一
月
甲
午
、
同
巻
四
八
一
・
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
二
月
辛
亥
、『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
〇
・

論
高
麗
進
奉
状
、
同
巻
三
五
・
論
高
麗
買
書
利
害
箚
子
三
首
。

46　

蘇
頌
『
蘇
魏
公
文
集
』
巻
一
〇
〈
己
未
九
月
予
赴
鞫
御
史
、
聞
子
瞻
先
已
被
繋
。
予
昼
居
三
院
東
閣
、
而
子
瞻
在
知
雑
南
廡
、
才
隔
一
垣
、
不
得

通
音
息
、
因
作
詩
四
篇
、
以
為
異
日
相
遇
、
一
噱
之
資
耳
〉。

47　

藤
田
﹇
一
九
四
三
ｂ
﹈
三
八
三
〜
三
八
四
頁
、
呉
﹇
二
〇
〇
六
﹈
二
〇
八
〜
二
〇
九
頁
、
参
照
。

48　

曾
鞏
『
元
豊
類
藁
』
巻
三
五
・
明
州
擬
辞
高
麗
送
遺
状
。

49　
『
長
編
』
巻
四
五
二
・
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）
一
二
月
乙
未
。

50　

斯
波
﹇
一
九
六
八
﹈
二
七
二
〜
二
八
五
頁
、
参
照
。

51　
『
長
編
』
巻
三
〇
二
・
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
正
月
辛
巳
。

52　
『
長
編
』
巻
四
四
九
・
元
祐
五
年
（
一
〇
九
〇
）
一
〇
月
癸
丑
、
同
巻
四
八
一
・
元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）
二
月
辛
亥
、『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
五
・

論
高
麗
買
書
利
害
箚
子
（
第
一
）。

53　

鄭
修
芽
﹇
一
九
九
五
﹈
Ⅲ
、
参
照
。
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54　
『
長
編
』
巻
二
五
〇
・
熙
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）
二
月
庚
寅
。

55　

医
学
に
つ
い
て
は
『
高
麗
史
』
巻
九
・
文
宗
世
家
・
三
二
年
（
一
〇
七
八
）
七
月
乙
未
、
三
三
年
七
月
辛
未
、
同
巻
一
四
・
睿
宗
世
家
・
一
三
年
（
一

一
一
八
）
七
月
辛
巳
な
ど
、
音
楽
に
つ
い
て
は
『
高
麗
史
』
巻
七
〇
・
楽
志
・
雅
楽
、
宋
新
賜
楽
器
な
ど
、
絵
画
に
つ
い
て
は
郭
若
虚
『
図
画
見
聞
誌
』

巻
六
・
近
事
・
高
麗
国
、『
長
編
』
巻
二
五
〇
・
煕
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）
二
月
発
未
な
ど
。

56　

鄭
修
芽
﹇
一
九
九
五
﹈。

57　

李
鎮
漢
﹇
二
〇
〇
五
﹈
Ⅲ
。

58　
『
高
麗
史
』
巻
九
五
・
鄭
文
伝
、
任
懿
伝
。

59　

姜
﹇
二
〇
〇
四
﹈
三
七
六
〜
三
八
一
頁
、
李
錫
炫
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
。

60　

森
平
﹇
二
〇
一
三
﹈
二
四
五
〜
二
四
八
頁
、
参
照
。

61　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
五
九
〜
四
六
〇
頁
、
金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈
二
四
四
〜
二
四
五
頁
。

62　
『
高
麗
史
』
巻
八
・
文
宗
世
家
・
二
五
年
（
一
〇
七
一
）
三
月
庚
寅
。

63　
『
宝
慶
四
明
志
』巻
六
・
郡
志
・
叙
賦
下
・
市
舶
・
高
句
麗
国
。近
藤﹇
二
〇
〇
九
﹈は
両
国
の
事
前
交
渉
を
仲
介
し
た
福
建
海
商
黄
慎
の
意
向
だ
っ

た
と
す
る
が
（
四
五
二
頁
）、
史
料
で
は
〝
高
麗
が
黄
慎
に
「
因
り
て
」
泉
州
入
貢
を
図
っ
た
〞
と
記
す
の
で
、
高
麗
側
が
嚮
導
を
依
頼
し
た
と
も

読
め
る
。
な
お
王
闢
之
『
澠
水
燕
談
録
』
巻
九
に
よ
る
と
、
明
州
へ
の
海
道
を
嚮
導
し
た
の
も
黄
慎
だ
っ
た
。

64　

榎
本
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈
四
四
頁
、
参
照
。

65　
『
長
編
』
の
当
該
条
の
註
に
は
、
典
拠
文
献
に
つ
い
て
「〔『
神
宗
実
録
』
の
〕
朱
本
と
墨
本
は
と
も
に
同
じ
。
正
史
（
＝
『
神
宗
正
史
』
か
）
高

麗
伝
所
載
の
地
理
情
報
は
実
録
と
各
々
異
な
り
、
検
討
を
要
す
（
朱
墨
本
並
同
。
正
史
高
麗
伝
所
載
地
里
、
与
実
録
並
不
同
、
当
考
）」
と
あ
る
。

当
該
条
で
は
史
料
Ｃ
の
前
に
高
麗
の
地
理
・
国
情
に
関
す
る
長
文
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
一
義
的
に
は
こ
れ
に
関
す
る
注
記
と
み
ら
れ
る
が
、
史
料

Ｃ
の
航
路
情
報
も
対
象
に
含
ま
る
の
か
、
含
ま
れ
る
と
し
て
、
文
献
間
の
差
違
が
記
述
の
有
無
程
度
で
は
な
く
記
さ
れ
た
内
容
の
相
違
に
お
よ
ぶ
の
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か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
史
料
Ｃ
の
事
実
性
は
と
も
か
く
、
か
か
る
認
識
な
い
し
情
報
が
宋
側
に
あ
っ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
て
い
る
。

66　
『
蘇
軾
文
集
』
巻
三
一
・
乞
禁
商
旅
過
外
国
状
。

67　

金
渭
顕
﹇
二
〇
〇
四
﹈
二
一
四
頁
、
李
錫
炫
﹇
二
〇
一
一
﹈
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
。

68　

当
該
使
節
を
列
記
す
る
。
南
路
：
高
麗
使
金
悌
（
一
〇
七
一
）〈
通
州
着
〉、
同
・
柳
洪
（
一
〇
八
〇
）、
宋
使
劉
逵
（
一
一
〇
三
）、
高
麗
使
崔
弘

嗣
（
一
一
〇
四
）〈
豫
章
着
〉、
同
・
韓
惟
忠
（
一
一
三
三
）。
北
路
：
高
麗
使
（
一
説
に
宋
使
）
時
賛
（
九
六
三
）、
同
・
元
証
衍
（
九
九
二
）、
同
・

徐
訥
（
一
〇
一
七
）〈
遅
延
〉、
同
・
崔
元
信
（
一
〇
一
九
）、
同
・
金
元
冲
（
一
〇
三
六
）、
宋
使
楊
景
略
（
一
〇
八
四
）〈
他
処
漂
流
〉。
劉
逵
に
つ

い
て
は
、
高
麗
粛
宗
代
（
一
〇
九
五
〜
一
一
〇
五
）
に
宋
使
船
が
敗
没
し
て
迎
接
官
の
金
漢
忠
が
救
助
に
あ
た
っ
た
と
い
う
事
件
（『
高
麗
史
』
巻

九
五
・
金
漢
忠
伝
）
に
、
年
代
と
使
者
の
格
式
（
高
麗
側
が
中
間
迎
接
を
お
こ
な
う
に
相
応
し
い
宋
政
府
の
正
式
使
節
）
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
判

断
し
た
。

69　

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
﹇
二
〇
〇
三
﹈
第
三
章
、
第
4
〜
9
図
。

70　

王
賽
時
﹇
二
〇
〇
六
﹈
三
二
四
〜
三
三
一
頁
、
参
照
。

71　

遣
唐
新
羅
使
の
航
路
に
つ
い
て
は
権
﹇
一
九
九
七
﹈
第
三
章
、
参
照
。
山
東
に
お
け
る
新
羅
人
の
在
留
と
商
業
活
動
に
つ
い
て
は
円
仁
『
入
唐
求

法
巡
礼
行
記
』
の
記
載
に
詳
し
い
。
五
代
政
権
と
の
通
交
で
は
、
交
渉
窓
口
、
使
者
・
商
船
の
到
来
地
と
し
て
青
州
（
現
・
山
東
省
濰
坊
市
青
州
市
）

や
登
州
が
登
場
す
る
（『
冊
封
元
亀
』
巻
九
七
二
・
外
臣
部
・
朝
貢
・
清
泰
元
年
（
九
三
四
）
八
月
、
同
巻
九
九
九
・
外
臣
部
・
互
市
・
清
泰
元
年

七
月
、
一
〇
月
、『
五
代
会
要
』
巻
三
〇
・
高
麗
・
後
晋
天
福
三
年
（
九
三
八
）
八
月
）。

72　
『
長
編
』
巻
三
四
一
・
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
一
一
月
己
酉
、
甲
子
。

73　

藤
田
﹇
一
九
四
三
ａ
﹈
二
四
九
〜
二
五
四
頁
、
同
﹇
一
九
四
三
ｂ
﹈
三
三
九
〜
三
四
二
頁
、
参
照
。

74　
『
長
編
』
巻
四
〇
九
・
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
三
月
乙
丑
。

75　
『
宋
会
要
輯
稿
』
第
一
六
五
冊
・
刑
法
二
―
六
二
・
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
三
月
一
八
日
。
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76　

龐
元
英
『
文
昌
雑
録
』
巻
五
・
元
豊
甲
子
（
一
〇
八
四
）
九
月
二
一
日
、
李
綱
『
梁
谿
集
』
巻
一
六
七
・
宋
故
追
復
龍
図
閣
直
学
士
贈
少
師
銭
公

墓
誌
銘
。

77　

王
力
軍
﹇
二
〇
一
一
﹈
六
八
頁
。

78　

楊
景
略
は
帰
国
後
、
板
橋
鎮
に
海
神
廟
を
建
立
す
る
こ
と
を
奏
請
し
た
（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
六
〈
頃
年
楊
康
功
使
高
麗
還
、
奏
乞
立
海
神
廟
於

板
橋
。
僕
嫌
其
地
湫
隘
、
移
書
使
遷
之
文
登
、
因
古
廟
而
新
之
、
楊
竟
不
従
。
不
知
定
国
何
従
見
此
書
、
作
詩
称
道
不
已
。
僕
不
能
記
其
云
何
也
、

次
韻
答
之
〉）。
こ
れ
を
一
行
が
板
橋
鎮
よ
り
帰
国
し
た
証
拠
と
す
る
説
も
あ
る
が
（
劉
﹇
二
〇
〇
七
﹈
二
一
七
頁
、
参
照
）、
奏
請
が
密
州
の
地
よ

り
な
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
限
り
、
そ
の
よ
う
に
は
断
定
で
き
な
い
。
板
橋
鎮
は
彼
ら
の
苦
難
に
満
ち
た
船
旅
の
出
発
地
だ
っ
た
。
宋
側
の
ど
こ
に

帰
港
し
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、帰
還
を
祝
し
、あ
る
い
は
今
後
の
航
海
安
全
の
た
め
、出
港
地
で
の
建
廟
を
発
願
し
た
と
し
て
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

79　

内
藤
﹇
一
九
六
一
﹈
四
五
三
〜
四
六
〇
頁
、
李
基
東
﹇
一
九
九
七
﹈、
権
﹇
二
〇
〇
七
﹈
第
三
章
、
申
﹇
二
〇
〇
八
﹈
Ⅳ
、
高
﹇
二
〇
一
一
﹈
Ⅳ

な
ど
参
照
。

80　

森
﹇
二
〇
〇
九
﹈
三
一
〇
〜
三
一
五
頁
、
参
照
。
宋
は
東
シ
ナ
海
域
に
お
い
て
杭
州
に
も
市
舶
司
を
併
置
し
た
が
、
浅
堆
や
潮
流
の
関
係
で
ア
ク

セ
ス
に
難
が
あ
っ
た
た
め
（『
西
渓
叢
語
』
巻
上
）、
貿
易
港
と
し
て
の
地
位
は
明
州
が
上
だ
っ
た
（
斯
波
﹇
一
九
九
二
﹈
四
頁
、
榎
本
﹇
一
九
九
七
ａ
﹈

四
二
頁
、
参
照
）。
な
お
高
麗
貿
易
に
お
け
る
泉
州
の
重
要
性
を
強
調
す
る
見
解
も
あ
る
が
（
陳
﹇
二
〇
〇
五
﹈）、
海
商
の
出
身
地
を
貿
易
根
拠
地

と
単
純
に
同
一
視
す
る
誤
解
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
し
た
が
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
少
な
く
と
も
、
北
宋
期
に
泉
州
を
根
拠
地
と
し
て

貿
易
を
お
こ
な
う
場
合
、
一
〇
八
七
年
に
こ
こ
に
市
舶
司
が
置
か
れ
る
ま
で
は
、
他
の
市
舶
司
港
を
経
由
し
て
出
入
国
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

通
説
ど
お
り
高
麗
や
日
本
と
の
往
来
（
後
述
す
る
渡
航
先
の
虚
偽
申
告
を
含
め
て
）
に
は
、
基
本
的
に
両
浙
の
市
舶
司
港
が
そ
う
し
た
窓
口
の
役
割

を
は
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
高
麗
や
日
本
に
往
来
す
る
際
に
は
同
様
な
段
取
り
を
ふ
ん
だ
可
能
性
が
高
い
が
（
榎
本
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈
四

三
頁
、
参
照
）、
両
浙
の
市
舶
司
港
を
経
由
し
な
い
場
合
で
も
、
東
シ
ナ
海
の
横
断
に
は
結
局
の
と
こ
ろ
明
州
航
路
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
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81　

榎
本
﹇
二
〇
〇
六
﹈
六
九
頁
、
参
照
。

82　

森
﹇
二
〇
〇
九
﹈
三
一
一
頁
、
参
照
。

83　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈
四
四
九
〜
四
五
三
頁
、
参
照
。

84　

本
書
に
つ
い
て
は
燕
﹇
一
九
九
八
﹈
参
照
。

85　

榎
本
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈
五
〇
〜
五
三
頁
、
参
照
。

86　
「
客
舟
」「
神
舟
」
に
関
す
る
以
上
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
森
平
﹇
二
〇
一
三
﹈
二
四
三
〜
二
四
五
頁
、
参
照
。

87　

彼
ら
が
搭
載
し
た
使
者
は
、
記
事
の
日
付
の
少
し
前
に
神
宗
皇
帝
死
去
の
「
弔
慰
」
と
哲
宗
皇
帝
即
位
の
「
賀
登
極
」
の
た
め
に
入
宋
し
た
高
麗

使
（
①
―
4
）
と
誤
解
し
や
す
い
が
、
高
麗
文
宗
の
死
去
を
う
け
て
一
〇
八
四
年
に
板
橋
鎮
を
発
し
た
楊
景
略
ら
宋
側
の
祭
奠
・
弔
慰
使
に
あ
た
る
。

た
だ
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
と
き
一
部
は
登
州
、
一
部
は
明
州
に
漂
流
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
再
渡
航
し
た
。
ま
た
帰
路
に
は
南
路
を
利
用
し

た
可
能
性
も
あ
る
。
三
名
の
海
商
が
ど
の
段
階
の
航
海
を
担
当
し
た
か
は
不
明
。

88　
『
高
麗
史
』
巻
九
・
文
宗
世
家
・
三
五
年
（
一
〇
八
一
）
八
月
戊
辰
、『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
一
〇
・
上
浄
源
法
師
書
（
第
一
）、
同
巻
一
一
・
上

大
宋
浄
源
法
師
書
（
第
二
）、『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
二
・
大
宋
沙
門
浄
源
書
（
第
二
・
第
六
）。

89　

金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ａ
﹈
二
〇
七
〜
二
一
一
頁
、
李
鎮
漢
﹇
二
〇
一
一
﹈
第
三
・
七
章
、
参
照
。

90　
『
長
編
』
巻
二
四
七
・
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
一
〇
月
壬
辰
。

91　
「
松
杉
木
」
が
さ
す
具
体
的
な
樹
種
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
高
麗
船
の
主
船
材
は
マ
ツ
類
で
あ
る
。

92　

関
係
の
調
査
報
告
書
と
し
て
、
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
﹇
一
九
八
五
﹈、
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
﹇
一
九
九
九
﹈、
同
﹇
二
〇
〇
五
﹈、
同
﹇
二

〇
〇
六
﹈、
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
水
中
発
掘
課
﹇
二
〇
〇
八
﹈、
ま
た
最
新
の
総
合
的
研
究
と
し
て
郭
﹇
二
〇
一
二
﹈
参
照
。

93　

以
下
の
関
連
記
述
に
つ
い
て
は
、
森
平
﹇
二
〇
一
三
﹈（
特
に
結
章
）
参
照
。

94　

近
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈。
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95　

こ
の
ほ
か
大
型
尖
底
ジ
ャ
ン
ク
船
の
積
載
力
も
南
路
の
好
条
件
の
一
つ
だ
が
、
北
路
で
の
使
用
船
体
と
一
度
の
使
行
で
の
動
員
隻
数
が
不
明
で
あ

る
た
め
、
現
段
階
で
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

引
用
・
参
照
文
献

【
日
本
語
文
献
】

榎
本
渉
﹇
二
〇
〇
六
﹈「
宋
代
市
舶
司
貿
易
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
港
町
の
世
界
史
③
―
―
港
町
に
生
き
る
』
青
木
書
店

榎
本
渉
﹇
二
〇
〇
七
ａ
﹈「
明
州
市
舶
司
と
東
シ
ナ
海
海
域
」
同
著
『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
―
―
九
〜
一
四
世
紀
』
吉
川
弘
文
館

榎
本
渉
﹇
二
〇
〇
七
ｂ
﹈「
宋
代
の
「
日
本
商
人
」
の
再
検
討
」
同
著
『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
』（
前
掲
）

榎
本
渉
﹇
二
〇
一
〇
﹈「
東
シ
ナ
海
の
宋
海
商
」
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編
『
日
本
の
対
外
関
係
3 

通
交
・
通
商
圏
の
拡
大
』
吉
川
弘
文
館

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
﹇
二
〇
〇
三
﹈『
中
国
・
台
湾
沿
岸
水
路
誌
』
海
上
保
安
庁

近
藤
一
成
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
知
杭
州
蘇
軾
の
治
績
―
―
宋
代
文
人
官
僚
政
策
考 

上 

そ
の
対
高
麗
策
」
同
著
『
宋
代
中
国
科
挙
社
会
の
研
究
』
汲
古
書
院

斯
波
義
信
﹇
一
九
六
八
﹈『
宋
代
商
業
史
研
究
』
風
間
書
房

斯
波
義
信
﹇
一
九
九
二
﹈「
港
市
論
―
―
寧
波
港
と
日
中
海
事
史
」
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅲ 

海
上
の
道
』

東
京
大
学
出
版
会

豊
島
悠
果
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
一
一
一
六
年
入
宋
高
麗
使
節
の
体
験
―
―
外
交
・
文
化
交
流
の
現
場
」『
朝
鮮
学
報
』
二
一
〇

内
藤
雋
輔
﹇
一
九
六
一
﹈「
朝
鮮
支
那
間
の
航
路
及
び
其
の
推
移
に
就
い
て
」
同
著
『
朝
鮮
史
研
究
』
東
洋
史
研
究
会

長
澤
規
矩
也
﹇
一
九
八
二
﹈『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
2 

和
漢
書
の
印
刷
と
そ
の
歴
史
』
汲
古
書
院

原
美
和
子
﹇
一
九
九
九
﹈「
宋
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
商
の
仲
間
関
係
と
情
報
網
」『
歴
史
評
論
』
五
九
二

原
美
和
子
﹇
二
〇
〇
六
﹈「
宋
代
海
商
の
活
動
に
関
す
る
一
試
論
―
―
日
本
・
高
麗
お
よ
び
日
本
・
遼
（
契
丹
）
通
交
を
め
ぐ
っ
て
」
小
野
正
敏
・
五
味
文
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彦
・
萩
原
三
雄
編
『
中
世
の
対
外
交
流
―
―
場
・
ひ
と
・
技
術
』
高
志
書
院

藤
田
豊
八
﹇
一
九
四
三
ａ
﹈「
宋
元
時
代
海
港
と
し
て
の
杭
州 

附 

上
海
・
膠
州
」
同
著
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
』
南
海
篇
、
荻
原
星
文
館

藤
田
豊
八
﹇
一
九
四
三
ｂ
﹈「
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
条
例
」
同
著
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
』
南
海
篇
、
荻
原
星
文
館

丸
亀
金
作
﹇
一
九
六
〇
／
六
一
﹈「
高
麗
と
宋
と
の
通
交
問
題
（
一
／
二
）」『
朝
鮮
学
報
』
一
七
／
一
八

毛
利
英
介
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
十
一
世
紀
後
半
に
お
け
る
北
宋
の
国
際
的
地
位
に
つ
い
て
―
―
宋
麗
通
交
再
開
と
契
丹
の
存
在
を
手
が
か
り
に
」
宋
代
史
研
究

会
編
『
宋
代
中
国
の
「
相
対
化
」』
汲
古
書
院

森
克
己
﹇
二
〇
〇
九
﹈「
日
本
・
高
麗
来
航
の
宋
商
人
」『
新
編
森
克
己
著
作
集
2 

続
日
宋
貿
易
の
研
究
』
勉
誠
出
版

森
平
雅
彦
﹇
二
〇
一
三
﹈「
文
献
と
現
地
の
照
合
に
よ
る
高
麗
―
宋
航
路
の
復
元
―
―
『
高
麗
図
経
』
海
道
の
研
究
」
同
編
『
中
近
世
の
朝
鮮
半
島
と
海
域

交
流
』
汲
古
書
院

山
内
晋
次
﹇
二
〇
〇
三
﹈「
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
海
商
と
国
家
」
同
著
『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館

【
朝
鮮
語
文
献
】

高
慶
錫
﹇
二
〇
一
一
﹈「
新
羅
の
対
中
海
上
交
通
路
研
究
―
―
中
部
横
断
航
路
と
南
部
斜
断
航
路
の
開
設
時
期
を
中
心
に
」『
新
羅
史
学
報
』
一
一
四

郭
儒
皙
﹇
二
〇
一
二
﹈『
高
麗
船
の
構
造
と
造
船
技
術
』
民
俗
苑

国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
（
編
）﹇
一
九
九
九
﹈『
発
掘
調
査 

木
浦
達
里
島
船
』
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館

国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
（
編
）﹇
二
〇
〇
五
﹈『
群
山
十
二
東
波
島
海
底
遺
蹟
』
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館

国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
（
編
）﹇
二
〇
〇
六
﹈『
安
佐
船
発
掘
報
告
書
』
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館

国
立
海
洋
遺
物
展
示
館
水
中
発
掘
課
（
編
）﹇
二
〇
〇
八
﹈『
安
山
大
阜
島
船
水
中
発
掘
調
査
報
告
書
』
国
立
海
洋
遺
物
展
示
館

権
悳
永
﹇
一
九
九
七
﹈『
古
代
韓
中
関
係
史
―
―
遣
唐
使
研
究
』
一
潮
閣
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祁
慶
富
﹇
一
九
九
七
﹈「
一
〇
〜
一
一
世
紀
韓
中
海
上
交
通
路
」
曹
永
禄
編
『
韓
中
文
化
交
流
と
南
方
海
路
』
国
学
資
料
院

金
庠
基
﹇
一
九
四
八
﹈「
麗
宋
貿
易
小
考
」
同
著
『
東
方
文
化
交
流
史
論
攷
』
乙
酉
文
化
社

金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ａ
﹈「
宋
・
高
麗
交
易
と
宋
商
―
―
宋
商
の
経
営
形
態
と
彼
ら
の
高
麗
居
住
空
間
を
中
心
に
」『
史
林
』
三
二

金
栄
済
﹇
二
〇
〇
九
ｂ
﹈「
麗
宋
交
易
の
航
路
と
船
舶
」『
歴
史
学
報
』
二
〇
四

金
渭
顕
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
麗
・
宋
関
係
と
そ
の
航
路
考
」
同
著
『
高
麗
時
代
対
外
関
係
史
研
究
』
景
仁
文
化
社

金
在
満
﹇
二
〇
〇
九
﹈『
契
丹
・
高
麗
関
係
史
研
究
』
国
学
資
料
院

金
澈
雄
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
高
麗
と
宋
の
海
上
交
易
路
と
交
易
港
」『
中
国
史
研
究
』
二
八

羅
鍾
宇
﹇
一
九
八
四
﹈「
高
麗
時
代
の
対
宋
関
係
」『
圓
光
史
学
』
三

羅
鍾
宇
﹇
一
九
九
五
﹈「
五
代
お
よ
び
宋
と
の
関
係
」『
韓
国
史
15 

高
麗
前
期
の
社
会
と
対
外
関
係
』
国
史
編
纂
委
員
会

文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
（
編
）﹇
一
九
八
五
﹈『
莞
島
海
底
遺
物
』
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局

申
採
湜
﹇
二
〇
〇
八
﹈『
宋
代
対
外
関
係
史
研
究
』
韓
国
学
術
情
報

安
秉
佑
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
高
麗
と
宋
の
相
互
認
識
と
交
渉
―
―
一
一
世
紀
後
半
〜
一
二
世
紀
前
半
」『
歴
史
と
現
実
』
四
三

尹
明
喆
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
徐
熙
の
宋
国
使
行
航
路
探
究
」
同
著
『
韓
民
族
の
海
洋
活
動
と
東
ア
ジ
ア
地
中
海
』
学
研
文
化
社

李
基
東
﹇
一
九
九
七
﹈「
羅
末
麗
初
南
中
国
諸
国
と
の
交
渉
」『
歴
史
学
報
』
一
五
五

李
錫
炫
﹇
二
〇
一
一
﹈「
北
宋
代
使
行
旅
程
行
路
考

―
宋
入
境
以
後
を
中
心
に
」『
東
洋
史
学
研
究
』
一
一
四

李
鎮
漢
﹇
二
〇
〇
八
﹈「
高
麗
文
宗
代
対
宋
通
交
と
貿
易
」『
歴
史
学
報
』
二
〇
〇

李
鎮
漢
﹇
二
〇
一
一
﹈『
高
麗
時
代
宋
商
往
来
研
究
』
景
仁
文
化
社

張
東
翼
﹇
二
〇
〇
〇
﹈『
宋
代
麗
史
資
料
集
録
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部

全
海
宗
﹇
一
九
七
四
﹈「
対
宋
外
交
の
性
格
」『
韓
国
史
4 

高
麗
貴
族
社
会
の
成
立
』
国
史
編
纂
委
員
会
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全
海
宗
﹇
一
九
七
七
﹈「
高
麗
と
宋
と
の
関
係
」『
東
洋
学
』
七

全
海
宗
﹇
一
九
八
九
﹈「
高
麗
と
宋
と
の
交
流
」『
国
史
館
論
叢
』
八

鄭
起
燉
・
金
容
完
﹇
一
九
八
五
﹈「
麗
・
宋
関
係
史
研
究
―
―
そ
の
性
格
を
中
心
に
」『
人
文
科
学
研
究
所
論
文
集
（
忠
南
大
学
校
）』
Ⅻ
―
一

鄭
修
芽
﹇
一
九
九
五
﹈「
高
麗
中
期
対
宋
外
交
の
再
開
と
そ
の
意
義
―
―
北
宋
改
革
政
治
の
受
容
を
中
心
に
」『
国
史
館
論
叢
』
六
一

【
中
国
語
文
献
】

陳
高
華
﹇
二
〇
〇
五
﹈「
北
宋
時
期
前
往
高
麗
貿
易
的
泉
州
舶
商

―
兼
論
泉
州
市
舶
司
的
設
置
」『
陳
高
華
文
集
』
上
海
辞
書
出
版
社

姜
吉
仲
﹇
二
〇
〇
四
﹈『
高
麗
与
宋
金
外
交
経
貿
関
係
史
論
』
文
津
出
版
社

李
玉
昆
﹇
一
九
九
七
﹈「《
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
》
与
宋
代
的
海
上
交
通
」『
中
国
航
海
』
一
九
九
七
―
一

劉
鳳
鳴
﹇
二
〇
〇
七
﹈『
山
東
半
島
与
東
方
海
上
絲
綢
之
路
』
中
華
書
局

呂
英
亭
﹇
二
〇
〇
三
﹈「
宋
麗
関
係
与
密
州
板
橋
鎮
」『
海
交
史
研
究
』
二
〇
〇
三
―
二

倪
士
毅
・
方
如
金
﹇
一
九
八
二
﹈「
宋
代
明
州
与
高
麗
的
貿
易
関
係
及
其
友
好
往
来
」『
杭
州
大
学
学
報
』
一
二
―
二

朴
真
奭
﹇
一
九
九
六
﹈「
十
一
―
十
二
世
紀
宋
与
高
麗
的
貿
易
往
来
」
刁
書
仁
主
編
『
中
朝
関
係
史
研
究
論
文
集
』
吉
林
文
史
出
版
社

宋
晞
﹇
一
九
八
〇
﹈「
宋
商
在
宋
麗
貿
易
中
的
貢
献
」
同
著
『
宋
史
研
究
論
叢
』
二
、
中
国
文
化
学
院
出
版
部

孫
光
圻
﹇
二
〇
〇
五
﹈『
中
国
古
代
航
海
史
（
修
訂
本
）』
海
洋
出
版
社

王
力
軍
﹇
二
〇
一
一
﹈『
宋
代
明
州
与
高
麗
』
科
学
出
版
社

王
賽
時
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
山
東
海
疆
文
化
研
究
』
斉
魯
書
社

王
文
楚
﹇
一
九
八
一
﹈「
両
宋
和
高
麗
海
上
航
路
初
探
」『
文
史
』
一
二

呉
暁
萍
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
宋
代
外
交
制
度
研
究
』
安
徽
人
民
出
版
社
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燕
永
成
﹇
一
九
九
八
﹈「《
宋
朝
要
録
》
考
略
」『
史
学
史
研
究
』
一
九
九
八
―
四

楊
玲
﹇
二
〇
一
二
﹈『
宋
代
出
版
文
化
』
文
物
出
版
社

楊
渭
生
﹇
一
九
九
七
﹈『
宋
麗
関
係
史
研
究
』
杭
州
大
学
出
版
社

張
麗
娟
・
程
有
慶
﹇
二
〇
〇
二
﹈『
中
国
版
本
文
化
叢
書 

宋
本
』
江
蘇
古
籍
出
版
社

張
照
東
﹇
二
〇
〇
六
﹈『
宋
元
山
東
区
域
経
済
研
究
』
斉
魯
書
社

周
宝
栄
﹇
二
〇
〇
三
﹈『
宋
代
出
版
史
研
究
』
中
州
古
籍
出
版
社

【
付
記
】
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
若
手
研
究
Ａ
：
二
二
六
八
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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11
世
紀
後
半
～

12
世
紀
初
の
高
麗
・
宋
遣
使
一
覧

①
高
麗
使
（
高
麗
→
宋
）

渡
航
年
次

月
/
日

使
者

経
由
地

経
路

主
な
典
拠
（
下
線
は
航
路
推
定
根
拠
）

備
考

1
1071

3
月（
麗
），

5
月
：
宋
側

で
来
着
通
報

金
悌

通
州
海
門
県

〈
※
入
港
予
定

は
明
州
〉，
泗

州

南
路

『
高
麗
史
』

8・
文
宗
世
家
・

25/3/
庚
寅
，『
節
要
』
文

宗
25/3，『

宋
史
』

15・
神
宗
本
紀
・
熙
寧

4/5/
丙
午
，

8/
癸
丑
，同
高
麗
伝
・
熙
寧

3，『
長
編
』
熙
寧

4/5/
丙

午
，

8/
癸
丑
，『
玉
海
』

154・
朝
貢
・
献
方
物
・
建
隆

高
麗
来
貢
・
熙
寧

4/8，『
澠
水
燕
談
録
』

9，『
方
輿
勝

覧
』

45・
通
州
・
山
川
・
大
海
，『
宝
慶
四
明
志
』

6・
郡

志
・
叙
賦
下
・
市
舶
・
高
句
麗
国

当
初
は
登
州
な
い
し
泉
州
（
福

建
）
へ
の
入
港
を
検
討
。
宋
は
明

州
・
潤
州
を
指
定
。
明
州
を
め
ざ

す
も
海
門
県
へ
。

2
1073

8
月（
麗
）

金
良
鑑
明
州
，
杭
州
，

潤
州
，
泗
州
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

27/8/
丁
亥
，『
節
要
』
文

宗
27/8，『

長
編
』
熙
寧

6/10/
壬
辰
，

7/1/
乙
丑
，

『
宋
史
』

15・
神
宗
本
紀
・
熙
寧

7/
是
歳
，同
高
麗
伝
・

熙
寧

7，『
玉
海
』

154・
朝
貢
・
献
方
物
・
建
隆
高
麗
来

貢
・
熙
寧

7/1，『
宋
大
詔
令
集
』

237・
政
事
・
四
裔
・

高
麗
・
賜
設
斎
祝
聖
回
書
，
賜
示
諭
書

明
州
航
路
を
貢
路
と
す
る
こ
と
を

公
定
。

3
1076

8
月（
麗
）

崔
思
諒

（
一
説

に
崔
思

訓
）

明
州
，
杭
州
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

30/8/
丁
亥
，『
節
要
』
文

宗
30/8，『

宋
史
』
高
麗
伝
・
熙
寧

9，『
玉
海
』

154・
朝
貢
・
献
方
物
・
建
隆
高
麗
来
貢
・
熙
寧

9/11，『
元

豊
類
藁
』

35・
明
州
擬
辞
高
麗
送
遺
状
，『
丞
相
魏
公
譚

訓
』

2・
家
世

4
1079

3月（
麗
），

11/27
以
前

に
遭
難

柳
洪

浙
江
，
明
州
，

象
山

?
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

34/3/
壬
申
，
同

95・
朴

寅
亮
伝
，『
節
要
』
文
宗

34/3，『
宋
史
』

16・
神
宗
本

紀
・
元
豊

3/1/
己
丑
，
同
高
麗
伝
・
元
豊

2，『
玉
海
』

154・
朝
貢
・
献
方
物
・
建
隆
高
麗
来
貢
・
元
豊

3/1，
『
長
編
』
元
豊

2/11/
辛
卯
，

3/1/
乙
酉
，
丁
亥
，
己

丑
，

2/
丙
申
，
壬
寅
，
戊
申
，

4/
庚
子

 

浙
江
で
遭
難
。
象
山
県
尉
が
救

助
。
明
州
の
通
報
に
よ
り
代
替
の

使
船
を
提
供
。
水
没
し
た
貢
物
は

温
州
に
漂
着
。
高
麗
史
料
の
紀
年

は
1
年
遅
い
。
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5
1081

4
月（
麗
）

崔
思
斉
揚
州
、
泗
州
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

35/4/
庚
辰
，『
節
要
』
文

宗
35/4，『

補
閑
集
』
上
，『
長
編
』
元
豊

4/11/
己

亥
，

12/
己
巳

6
1084

2
月（
宋
）

崔
思
賢
明
州

南
路

『
長
編
』
元
豊

7/2/
丙
戌

7
1085?

鄭
僅

？
『
高
麗
史
』

90・
大
覚
国
師
煦
伝
，『
節
要
』
宣
宗

2/4
出
奔
し
た
義
天
の
安
否
確
認
が
目

的
。
義
天
は
密
州
板
橋
鎮
に
入
港

し
た
が
，
高
麗
側
は
経
路
を
把
握

で
き
な
か
っ
た
可
能
性
あ
り
。

8
1085

8
月（
麗
）

金
上
琦
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

2/8/
辛
未
，『
節
要
』
宣

宗
2/8，『

宋
史
』
高
麗
伝
・
元
豊

8，『
長
編
』
元
豊

8/12/
辛
酉
，
戊
辰
，
甲
戌
，
元
祐

1/2/
庚
申

経
路
の
根
拠
は
復
路
（
②

-4）
参

照
。

9
1090

7
月（
麗
），

8/10：
明
州

よ
り
到
着
報

告

李
資
義
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

7/7/
癸
未
，『
節
要
』
宣

宗
7/7，『

宋
史
』
高
麗
伝
・
元
祐

5，『
長
編
』
元
祐

5/12/
乙
未
，『
玉
海
』

154・
朝
貢
・
献
方
物
・
元
祐

5/12，『
蘇
軾
文
集
』

31・
乞
禁
商
旅
過
外
国
状
，『
群

書
考
索
』
後
集

64・
財
賦
門
・
四
夷
方
・
高
麗
国
・
元

祐
5

10
1092

7
月（
麗
）

黄
宗
愨
杭
州

南
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

10/7/壬
辰
，『
節
要
』
宣

宗
10/7，『

長
編
』
元
祐

7/11/
甲
申
，

8/2/
辛
亥
，

『
宋
史
』

17・
哲
宗
本
紀
・
元
祐

7/
是
歳
，
同
高
麗

伝
・
元
祐

7，『
蘇
軾
文
集
』

35・
論
高
麗
買
書
利
害
箚

子
（
第
一
）

高
麗
史
料
の
紀
年
は
誤
り
か
。

11
1098

7
月（
麗
）

尹
瓘

杭
州

南
路

『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

3/7/
己
未
，『
節
要
』
粛

宗
3/7，

「
安
稷
崇
墓
誌
銘
」，
『
宋
史
』

18・
哲
宗
本

紀
・
元
符

1/
是
歳
，『
長
編
』
元
符

1/6/
甲
午
，

12/
丁
丑
，『
楊
公
筆
録
』

7
月
の
使
節
発
遣
を
明
州
に
事
前

通
告
。
宋
国
内
は
運
河
で
移
動
。
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12
1100

6
月（
麗
）

任
懿

？
『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

5/6/
乙
丑
，
同

95・
任

懿
伝
，『
節
要
』
粛
宗

5/6，「
任
懿
墓
誌
銘
」，『
宋
史
』

19・
徽
宗
本
紀
・
元
符

3/8/
戊
申
，
同
高
麗
伝
・
元

符
中

13
1100

7
月（
麗
）

王
嘏

？
『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

5/7/
丁
丑
，
同

96・
呉

延
寵
伝
，
同

97・
金
富
佾
伝
，『
節
要
』
粛
宗

5/7，『
宋

史
』
高
麗
伝
・
元
符
中

14
1104

7
月（
麗
）

崔
弘
嗣
豫
章（
江
北
淮

南
）〈
※
入
港

予
定
は
明
州
〉

南
路

『
高
麗
史
』

12・
粛
宗
世
家
・

9/7/
辛
卯
，
同

95・
鄭

文
伝
，
同

97・
崔
弘
嗣
伝
，
同

98・
鄭
克
永
伝
，『
節

要
』
粛
宗

9/7，『
能
改
斎
漫
録
』

14・
高
麗
至
豫
章
先

状

崇
寧
年
間
，
高
麗
使
が
明
州
を
め

ざ
す
が
豫
章
に
入
る
（
年
代
が
合

う
遣
使
は
本
件
の
み
）。

15
1108

2
月（
麗
）

王
維

少
な
く
と
も

1
件
は
鎮
江

を
経
由

少
な
く
と

も
1件
は

南
路

『
高
麗
史
』

12・
睿
宗
世
家
・

3/2/
丙
戌
，『
節
要
』
睿

宗
3/2，『

東
人
之
文
四
六
』

2・
告
不
時
訃
奏
表

『
石
林
燕
語
』3
に
，大
観
年
間
，高

麗
使
が
鎮
江
を
通
過
し
た
と
あ
る
。

年
代
が
合
う
使
節
は
左
記

2
件
。

16
1108

7
月（
麗
）

金
商
祐

『
高
麗
史
』

12・
睿
宗
世
家
・

3/7/
乙
亥
，『
節
要
』
睿

宗
3/7

17
1111

7
月（
麗
）

金
縁

南
路
？
『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

6/7/
壬
午
，
同

96・
金

仁
存
伝
，
同

97・
金
富
佾
伝
附

 金
富
儀
伝
，
『
節
要
』

睿
宗

6/7，『
補
閑
集
』
上
，『
宋
史
』

21・
徽
宗
本
紀
・

政
和

2/
是
歳

経
路
の
根
拠
は
復
路
（
②

-10）
参

照
。

18
1113

9
月（
麗
）

安
稷
崇
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

8/9/
乙
酉
，『
節
要
』
睿

宗
8/9，

明
州
に
牒
を
伝
達
。

19
1115

7
月（
麗
）

王
字
之
明
州
定
海
県
，

会
稽
，
杭
州
，

閏
〔
潤
〕
州
，

揚
州
，
泗
州

南
路

『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

10/4/
甲
寅
，

7/
戊
子
，

11/6/
乙
丑
，
同

97・
郭
尚
伝
附

 郭
輿
伝
，『
節
要
』
睿

宗
10/7，『

補
閑
集
』
上
，『
宝
慶
会
稽
続
志
』

3・
祠

廟
・
会
稽
県
・
昭
順
霊
孝
夫
人
廟

使
節
は
前
年
に
任
命
さ
れ
た
が

（『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

9/6/
丁
未
），
直
ち
に
発
遣
さ
れ

な
か
っ
た
模
様
。『
補
閑
集
』
の
記

事
は
使
節
団
と
と
も
に
入
宋
し
た

留
学
生
権
適
の
逸
話
。
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20
1116

7
月（
麗
）、

9/5：
明
州

着

李
資
諒
明
州
，
定
海
南
路

『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

11/7/己
酉
，『
節
要
』
睿

宗
11/7，

『
高
麗
史
』

95・
李
子
淵
伝
附

 李
資
諒
伝
，

同
96・

金
仁
存
伝
（
正
使
を
李
資
謙
と
誤
記
），
同

97・
鄭
沆
伝
，『
補
閑
集
』
上
，『
東
人
之
文
四
六
』

2・
謝
書
詔
不
名
表
，
同

9・
入
宋
謝
差
接
伴
表
，
『
東
文

選
』

34・
入
宋
謝
差
接
伴
表
，
同

64・
清
燕
閣
記
，「
文

公
裕
墓
誌
銘
」，『
宋
史
』

21・
徽
宗
本
紀
・
政
和

6/
是

歳
21

1118
7
月
以
前

？
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

13/7/
辛
巳
，『
高
麗
図

経
』

16・
官
府
・
薬
局

明
州
に
医
師
派
遣
要
請
文
を
送

達
。『
高
麗
図
経
』
に
「
宣
和
戊
戌
」

と
あ
る
年
号
は
政
和
な
い
し
重
和

の
誤
り
。
宋
使
曹
誼
の
派
遣
（
③

-11）
に
関
係
。

22
1118

8
月（
麗
）

鄭
克
永

？
『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

13/8/戊
午
，『
節
要
』
睿

宗
13/8，『

東
人
之
文
四
六
』

2・
謝
親
策
権
適
等
賜
第

還
国
表
，「
韓
惟
忠
墓
誌
銘
」，『

宋
史
』

21・
徽
宗
本

紀
・
重
和

1/
是
歳

23
1124

7
月（
麗
）

李
資
徳
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

2/7/
戊
子
，『
節
要
』
仁

宗
2/7，「

李
軾
墓
誌
銘
」，『
丹
陽
集
』

12・
故
顕
謨
閣

直
学
士
魏
公
墓
誌
銘
，『
遊
宦
紀
聞
』

6
24

1126
9
月（
麗
），

11/1：
定
海

着

金
富
軾
明
州
，
定
海
南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

4/9/
乙
丑
，

5/5/
辛
丑
，

同
96・
金
仁
存
伝
，『
節
要
』
仁
宗

4/9，
5/5，『

東
人

之
文
四
六
』

2・
告
賀
登
極
使
至
明
州
回
表
，『
東
文
選
』

39・
告
賀
登
極
使
至
明
州
回
表
，『
宋
史
』

23・
欽
宗
本

紀
・
靖
康

1/10/
丁
巳
，
同
高
麗
伝
，『
建
炎
以
来
繋
年

要
録
』
建
炎

1/4/
丁
亥
，『
靖
康
要
録
』
靖
康

1/11/5，
『
中
興
小
紀
』
建
炎

1/6/
丁
亥



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
六
册

― 118 ―

25
1128

8
月（
麗
）

尹
彦
頤
海
州

北
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

6/8/
甲
戌
，『
節
要
』
仁

宗
6/8，『

建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
建
炎

2/11/
甲
申
，

『
中
興
小
紀
』

4・
建
炎

2/10/
甲
寅
，『
石
林
燕
語
』

7

航
路
根
拠
史
料
で
は
使
者
名
を
記

さ
ず
，
年
次
は
建
炎

3
年
（

1129）
と
す
る
が
，
建
炎
年
間
来
着
の
高

麗
使
は
本
使
の
み
。
年
数
は
誤
り

だ
ろ
う
。
海
州
入
港
な
ら
ば
復
路

（
②

-15）
の
経
路
に
も
符
合
。

②
高
麗
使
（
宋
→
高
麗
）

年
次

月
日

使
者

経
由
地

経
路

主
な
典
拠
（
下
線
は
航
路
推
定
根
拠
）

備
考

1
1072

6
月（
麗
）

金
悌

杭
州
，
明
州
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

26/6/
甲
戌
，『
節
要
』
文

宗
26/6，『

元
豊
類
藁
』

35・
明
州
擬
辞
高
麗
送
遺
状
，

『
方
輿
勝
覧
』

1・
臨
安
府
・
名
宦
・
蘇
軾

2
1074

6
月（
麗
）

金
良
鑑

南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

28/6/
丙
子
，『
節
要
』
文

宗
28/6 

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-2）
参

照
。
本
使
節
の
帰
国
を
直
接
記
し

た
史
料
は
な
い
が
，
彼
ら
が
帯
同

し
た
と
み
ら
れ
る
揚
州
医
助
教
馬

世
安
ら
の
来
朝
記
事
（
左
記
）
が

こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
1080

7
月（
麗
）

柳
洪

南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

34/7/
癸
亥
，『
節
要
』
文

宗
34/7

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-3）
参

照
。

4
1086

5/12：
明
州

発
，

19
日

（
or 20

日
）

放
洋
，

6
月

ま
で
に
着

金
上
琦
明
州

南
路

『
節
要
』
宣
宗

3/6，『
大
覚
国
師
文
集
』

8・
至
本
国
境

上
乞
罪
表
，『
大
覚
国
師
外
集
』

12・
霊
通
寺
大
覚
国
師

碑

左
記
典
拠
は
い
ず
れ
も
義
天
関
係

史
料
。
当
年
義
天
は
浙
江
の
寺
院

を
遊
歴
し
て
明
州
に
い
た
り
，
使

船
に
便
乗
し
て
帰
国
（
年
代
が
合

う
遣
使
は
本
使
節
）。

5
1091

6
月（
麗
）

李
資
義

南
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

8/6/
丙
午
，『
節
要
』
宣

宗
8/6

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-9）
参

照
。
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6
1099

6
月（
麗
）

尹
瓘

南
路

『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

4/6/
癸
未

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-11）
参

照
。

7
1101

5
月（
麗
）

任
懿

？
『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

6/5/
甲
申
，『
節
要
』
粛

宗
6/5

8
1101

6
月（
麗
）

王
嘏

?
『
高
麗
史
』

11・
粛
宗
世
家
・

6/6/
丙
申
，『
節
要
』
粛

宗
6/6

9
1109

6
月（
麗
）

金
商
祐

南
路
？
『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

4/6/
戊
寅

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-16）
参

照
。

10
1112

6
月（
麗
）

金
縁

慶
源
郡

南
路
？
『
高
麗
史
』

96・
金
仁
存
伝
，『
節
要
』
睿
宗

7/6
慶
源
は
南
路
だ
が
，
北
路
で
経
由

し
た
可
能
性
も
留
保
し
て
お
く

（
楊
景
略
の
事
例
（
④

-4）
参
照
）。

11
1114

6
月（
麗
）

安
稷
崇

南
路

『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

9/6/
甲
辰
，
同

70・
楽

志
・
宋
新
賜
楽
器
・
睿
宗

9/6/
甲
辰
，『
節
要
』
睿
宗

9/6，『
東
人
之
文
四
六
』
巻

2・
謝
賜
新
楽
表

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-18）
参

照
。

12
1116

6
月（
麗
）

王
字
之

南
路

『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

11/6/乙
丑
，『
節
要
』
睿

宗
11/6

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
①

-19）
参

照
。

13
1117

4
月
中
の
出

航
希
望
，

5
月（
麗
） 

李
資
諒
南
京
，
宿
州
，

泗
州
，
楚
州
，

高
郵
，
揚
州
，

潤
州
，
常
州
，

蘇
州
，
秀
州
，

杭
州
，
越
州
，

明
州
，
梅
岑

南
路

『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

12年
5月
丁
巳
，『
節
要
』

睿
宗

12/5，『
東
文
選
』

12・
宋
明
州
湖
心
寺
次
毛
守

韻
，
和
副
使
侍
郞
梅
岑
有
感
，
同

42・
乞
辞
表
，『
東

人
之
文
四
六
』

2・
謝
親
策
権
適
等
賜
第
還
国
表
，
同

13・
杭
州
，
廻
次
南
京
，
宿
州
，
泗
州
，
楚
州
，
高
郵

軍
，
揚
州
，
潤
州
，
常
州
，
蘇
州
，
秀
州
，
越
州
，
明

州
，
謝
潤
州
宴
，
謝
杭
州
回
儀
状
，「
権
適
墓
誌
銘
」

本
件
に
関
し
て
は
豊
島
［

2009］
に
詳
し
い
。

14
1127

4
月
末
：
明

州
離
館
，

5
月（
麗
）

金
富
軾
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

5/5/
辛
丑
，
癸
卯
，『
節

要
』
仁
宗

5/5，『
宋
史
』
高
麗
伝
，『
建
炎
以
来
繋
年

要
録
』
建
炎

1/4/
丁
亥
，『
靖
康
要
録
』
靖
康

1/11/5，
『
中
興
小
紀
』
建
炎

1/6/
丁
亥



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
六
册

― 120 ―

15
1128

12
月（
麗
）
尹
彦
頤
乳
山
，
洪
州
北
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

6/12/甲
寅
，『
節
要
』
仁

宗
6/12，「

尹
彦
頤
墓
誌
銘
」

洪
州
近
海
に
来
着
し
た
の
は
悪
風

の
影
響
か
。

③
宋
使
（
宋
→
高
麗
）

年
次

月
日

使
者

経
由
地

経
路

主
な
典
拠
（
下
線
は
航
路
推
定
根
拠
）

備
考

1
1078

4
月（
麗
）

顧
允
恭
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

32/4/
辛
未
，『
節
要
』
文

宗
32/4

明
州
教
練
使

2
1078

6/12：
礼
成

江
着

安
燾

明
州
，
定
海
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

32/6/
甲
寅
，
同

86・
年

表
・
文
宗

32/5，『
節
要
』
文
宗

32/6，『
長
編
』

287・
元
豊

1/1/
辛
未
，
閏

1/
甲
午
，

3/
己
卯
，
辛
巳
，
丁

亥
，

8/
己
酉
，『
宋
史
』
高
麗
伝
・
元
豊

1，『
高
麗
図

経
』

2・
世
次
・
王
氏
，『
宝
慶
四
明
志
』

19・
定
海
県

志
・
叙
祠
・
神
廟
・
東
海
助
順
孚
聖
広
徳
威
済
王
廟

3
1079

7
月（
麗
）

王
舜
封
梅
岑
山
（
補

陀
落
迦
山
）
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

33/7/
辛
未
，『
節
要
』
文

宗
33/7，『

宋
史
』
高
麗
伝
・
元
豊

2，『
宝
慶
四
明
志
』

20・
昌
国
県
志
・
叙
祠
・
寺
院
・
梅
岑
山
，
『
雲
麓
漫

鈔
』

2
4

1084
7/24：

密
州

発
，

8
/

4，
8/13，

9月
：

着

楊
景
略
密
州

北
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

1/8/
甲
申
，
同

64・
礼

志
・
凶
礼
・
上
国
使
祭
奠
贈
賻
弔
慰
儀
，『
節
要
』
宣
宗

1/8，『
宋
史
』
高
麗
伝
・
元
豊

6，『
長
編
』
元
豊

6/9/
丙
辰
，
丙
寅
，

11/
己
酉
，

12/
壬
申
，『
文
昌
雑
録
』

5・
元
豊
甲
子

/9/21，『
梁
谿
集
』

167・
宋
故
追
復
龍

図
閣
直
学
士
贈
少
師
銭
公
墓
誌
銘

密
州
出
航
後
，

2
船
は
登
州
漂
着
，

8/2
に
再
出
航
，

8/4，
8/13

に
到
着
。
左
番
は
明
州
に
漂
着
後
，

9
月
に
到
着
。

5
1093

2
月（
麗
）

黄
仲

明
州

南
路

『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

10/2/甲
寅
，『
節
要
』
宣

宗
10/2

明
州
報
信
使

6
1093

10
月（
麗
）
王
廓

明
州

南
路

『
節
要
』
宣
宗

10/10
明
州
持
牒
使

7
1103

2
月（
麗
）

張
宗
閔
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

12・
粛
宗
世
家
・

8/2/
己
巳
，『
節
要
』
粛

宗
8/2

明
州
教
練
使
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8
1103

5
月
：
明
州

発
，

6
月

（
麗
）

劉
逵

餘
杭（
杭
州
），

明
州（
四
明
），

定
海
，
梅
岑

南
路

『
高
麗
史
』

12・
粛
宗
世
家
・

8/6/
壬
子
，『
節
要
』
粛

宗
8/6，『

宋
史
』
高
麗
伝
・
崇
寧

2，『
宝
慶
四
明
志
』

19・
定
海
県
志
・
叙
祠
・
宮
観
・
淵
徳
観
，
『
宋
会
要

輯
稿
』

20・
礼

20-11・
東
海
神
祠
，『
高
麗
図
経
』

2・
世
次
・
王
氏
，『
曲
洧
旧
聞
』

8・
蒋
頴
叔
厚
饋
新
進
劉

公
達

張
宗
閔
（
③

-7）
の
派
遣
は
本
使

節
の
先
触
れ
か
。

9
1109

12
月（
麗
）
任
郭

明
州

南
路

『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

4/12/己
卯
，『
節
要
』
睿

宗
4/12

教
練
使
明
州
都
知
兵
馬
使

10
1110

6
月（
麗
）

王
襄

明
州
，
定
海
南
路

『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

5/6/
辛
巳
，
同

65・
礼

志
・
賓
礼
・
睿
宗

5/6/
辛
巳
，
『
節
要
』
睿
宗

5/6，
『
宋
会
要
輯
稿
』

20・
礼

20-11・
東
海
神
祠
，『
鉄
囲
山

叢
談
』

4，『
三
朝
北
盟
会
編
』
建
炎

1/6/4

『
三
朝
北
盟
会
編
』
の
記
事
は
副

使
張
邦
昌
に
関
す
る
も
の
。

11
1118

7
月（
麗
）

曹
誼

？
『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

13/7/辛
巳
，『
節
要
』
睿

宗
13/7

明
州
を
通
じ
て
の
医
師
派
遣
要
請

に
対
応
。

12
1120

7
月（
麗
）

許
立

？
『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

15/7/壬
戌
，『
節
要
』
睿

宗
15/7

商
人
出
身
。
後
に
持
牒
使
と
し
て

来
訪
し
た
際
（
③

-15）
に
明
州
か

ら
渡
航
し
た
と
す
れ
ば
，
こ
の
と

き
も
同
様
か
？

13
1121

3
月（
麗
）

姚
喜

？
『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

16/3/乙
巳
，『
節
要
』
睿

宗
16/3

③
-14
と
同
じ
資
格
か
？

14
1122

6
月（
麗
）

姚
喜

？
『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・
睿
宗

17/6/
丁
未
，『
節

要
』
睿
宗

17/6
持
牒
使
進
武
校
尉
（
地
方
官
衙
の

派
遣
か
）。

15
1123

1
月（
麗
）

許
立

？
『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

1/1/
甲
子
，『
節
要
』
仁

宗
1/1

持
牒
使
。
路
允
迪
遣
使
（
③

-16）
の
先
触
れ
な
ら
ば
，
明
州
か
ら
の

派
遣
か
。
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16
1123

5/24：
明
州

発
，

6/12：
礼
成
江
着

路
允
迪
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

1/6/
甲
午
，『
節
要
』
仁
宗

1/6，『
宋
史
』

22・
徽
宗
本
紀
・
宣
和

4/9/
己
巳
，
同

高
麗
伝
・
宣
和

4，『
高
麗
図
経
』

34・
海
道
，『
宝
慶
四

明
志
』

19・
定
海
県
志
・
叙
祠
・
神
廟
・
昭
利
廟

17
1126

7
月（
麗
）

侯
章

？
『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

4/7/
丁
卯
，『
節
要
』
仁

宗
4/7

18
1127

5
月（
宋
）

胡
蠡

？
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
建
炎

1/5/
己
亥
，『
宋
史
』
高

麗
伝

国
信
使
な
が
ら
高
麗
側
史
料
に
来

到
記
録
な
し
。
渡
航
失
敗
な
い
し

未
発
遣
の
可
能
性
あ
り
。

19
1127

7
月（
麗
）

張
詵

明
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

5/7/
丙
辰
，『
節
要
』
仁

宗
5/7

教
練
使
明
州
副
使

20
1128

6
月（
麗
）

楊
応
誠
杭
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

6/6/
丁
卯
，
同

86・
年
表
・

仁
宗

6/6，『
節
要
』
仁
宗

6/6，『
東
文
選
』

39・
聘
問
表
，

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
建
炎

2/3/
丁
未
，

6/
丁
卯
，『
中

興
小
紀
』
建
炎

2/3/乙
酉
，

6/
戊
午
，
丁
卯

明
州
で
は
妨
害
の
お
そ
れ
が
あ

り
，
杭
州
よ
り
出
航
。

④
宋
使
（
高
麗
→
宋
）

年
次

月
日

使
者

経
由
地

経
路

主
な
典
拠
（
下
線
は
航
路
推
定
根
拠
）

備
考

1
1078

7
月（
麗
），

9/21 or 22：
明
州
着

安
燾

明
州
，
定
海

県
南
路

『
高
麗
史
』

9・
文
宗
世
家
・

32/7/
乙
未
，『
節
要
』
文

宗
32/7，『

長
編
』
元
豊

1/1/
辛
未
，

3/
辛
巳
，

8/
己
酉
，

9/
壬
辰

 

左
記
『
長
編
』
元
豊

1/9/
壬
辰
に

使
節
が

8月
8日
に「
即
真
」と
あ

る
の
を
，
近
藤
［

2009］
で
は
「
真

州
（
現
・
江
蘇
省
揚
州
市
儀
徴
市
）

に
到
着
」
と
解
す
。し
か
し
こ
れ
は

使
副
が
出
使
時
に
仮
授
さ
れ
た
職

を
真
職
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

（『
長
編
』
元
豊

1/8/
己
酉
）。

2
1080

秋（
麗
），

7
月（
宋
）

王
舜
封

南
路

「
金
山
寺
慧
徳
王
師
真
応
塔
碑
」，『
長
編
』

306・
元
豊

3/7/
癸
亥

左
記
塔
碑
で
は

1
年
早
く
繋
年
し

た
模
様
。
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3
1084

9/7：
餞
宴
，

10/9：
帰
着

済
み

楊
景
略
紫
燕
島

南
路
？
『
高
麗
史
』

10・
宣
宗
世
家
・

1/9/
甲
辰
，『
長
編
』
元

豊
7/10/

乙
亥
，『
梁
谿
集
』

167・
宋
故
追
復
龍
図
閣

直
学
士
贈
少
師
銭
公
墓
誌
銘
，『
咸
淳
臨
安
志
』

65・
人

物
・
列
伝
・
銭
勰

紫
燕
島
は
南
路
の
経
由
地
だ
が
，

礼
成
江
か
ら
も
比
較
的
近
い
。
往

路
（
③

-4）
と
同
じ
北
路
を
た
ど

る
際
に
何
ら
か
の
事
情
で
経
由
し

た
可
能
性
も
留
保
し
て
お
く
。

 
4

1103
7
月（
麗
）

劉
逵

南
路

『
高
麗
史
』

12・
粛
宗
世
家
・

8/7/
辛
卯

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
③

-8）
参

照
。

5
1110

7
月（
麗
）

王
襄

南
路

『
高
麗
史
』

13・
睿
宗
世
家
・

5/7/
戊
戌

経
路
の
根
拠
は
往
路
（
③

-10）
参

照
。

6
1119

2
月（
麗
）

曹
誼

？
『
高
麗
史
』

14・
睿
宗
世
家
・

14/2/
丙
申

7
1123

7/15：
礼
成

江
発
、8/27：

定
海
着

路
允
迪
明
州

南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

1/7/
辛
酉
，
『
高
麗
図

経
』

39・
海
道

8
1126

7
月（
麗
）

侯
章

？
『
高
麗
史
』
巻

15・
仁
宗
世
家
・

4/7/
癸
未
，『
節
要
』

仁
宗

4/7
9

1128
9/2：

海
州

発
，

5
日
後
：

昌
国
着

楊
応
誠
海
州（
高
麗
），

明
州
昌
国
県
南
路

『
高
麗
史
』

15・
仁
宗
世
家
・

6/8/
庚
午
，『
節
要
』
仁

宗
6/8，

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
建
炎

2/9/
癸
未
，

『
中
興
小
紀
』

4・
建
炎

2/10/
甲
寅

注
）

 ・
  「月

/
日
」
に
お
い
て
（
麗
）
ま
た
は
（
宋
）
を
付
し
た
月
は
、
当
該
王
朝
の
記
録
に
使
者
の
来
着
ま
た
は
出
立
が
記
載
さ
れ
た
月
。
使
船
の
発
着
と
必

ず
し
も
同
一
で
は
な
い
が
、
高
麗
で
は
港
湾
が
国
都
近
郊
に
あ
る
た
め
近
接
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
使
船
の
運
航
時
期
を
推
定
す
る
材
料
と
し
て
（
麗
）

を
中
心
に
記
載
し
、（
宋
）
に
つ
い
て
は
参
考
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

 ・
  『節
要
』
は
『
高
麗
史
節
要
』
の
略
。



v

The Choice of Envoy Ship Routes between Koryŏ 
and Song, and the Background

by Morihira Masahiko

In this article, the author aims to clarify the changes in the sea routes of the 

envoy ships between Koryŏ (高麗) and Song (宋). 

Until the early 11th century, the envoy ships of both governments used the 

northern route, which connects the Shandong (山東) Peninsula to the midwest 

region of the Korean Peninsula across the Yellow Sea. Diplomacy between the 

two governments was interrupted for about 40 years, but was restored in the 

1070's. According to the prevailing view, after that, the envoy ships of both 

governments began to use the southern route, which connects the Jiangnan(江
南) region and the Korean Peninsula across the East China Sea. However, 

recently, the importance of the northern route―reaching to Mizhou (密州) in 

the Shandong Peninsula―has been asserted. This route was used until the 

Northern Song’s destruction in the early 12th century.

Through comprehensive research on individual envoy ships, the author 

clarifies that the envoy ships of both governments mainly used the southern 

route from the late 11th century until the early 12th century. The prevailing view 

has pointed to the reasons for the southern route: the Khitan threat and the 

economic attractiveness of Jiangnan. In addition to these reasons, the author 

points to technical issues related to the sailing and navigation of the ships. 

Because the northern route had not been used for about 40 years, when the two 

governments resumed the exchange of envoys, the northern route had become 

somewhat unknown. By contrast, the southern route had been used continuously 

and actively throughout by private trade ships. Therefore, for both governments, 

the southern route was rich in safety and reliability, and ships were available 

crewed by experienced sailors.


